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むつ市議会第２０６回定例会会議録 第３号

平成２２年１２月１０日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第３号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）２番 上 路 德 昭 議員

（２）６番 菊 池 憲太郎 議員

（３）17番 大 瀧 次 男 議員

（４）24番 村 川 壽 司 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（村中徹也） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は29人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 、〇議長 村中徹也 本日 諸般の報告については

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第３号

により議事を進めます。

◎発言の申し出

〇議長（村中徹也） この際、脇野沢庁舎所長より

、 。発言の申し出がありますので これを許可します

脇野沢庁舎所長。

〇脇野沢庁舎所長（片山 元） 議長のご配慮によ

りまして、発言の許可をいただきましたので、発

言させていただきます。

12月８日開催の本会議において、議案第75号

指定管理者の指定について、むつ市マリンハウス

脇野沢外１施設の中での横垣議員の指定管理料の

給与の積算は厚生労働省の賃金構造基本統計調査

によるものかとのお尋ねに対し、従来から勤務し

ている職員の年間給与の17％で積算しているとの

答弁をいたしましたが、正しくは議員お尋ねのと

おり、厚生労働省賃金構造基本統計調査に基づく

年間給与額をもとに積算しておりますので、おわ

びして訂正させていただきます。

〇議長（村中徹也） これで脇野沢庁舎所長の発言

を終わります。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（村中徹也） 次は、日程第１ 一般質問を

行います。

質問の順序は、抽せんにより上路德昭議員、菊

池憲太郎議員、大瀧次男議員、村川壽司議員、半

田義秋議員、澤藤一雄議員、新谷泰造議員、中村

正志議員、目時睦男議員、鎌田ちよ子議員、工藤

孝夫議員、浅利竹二郎議員、野呂泰喜議員、斉藤

孝昭議員、冨岡幸夫議員、横垣成年議員、山本留

義議員の順となっております。

本日は、上路德昭議員、菊池憲太郎議員、大瀧

次男議員、村川壽司議員の一般質問を行います。

◎上路德昭議員

〇議長（村中徹也） まず、上路德昭議員の登壇を

求めます。２番上路德昭議員。

（２番 上路德昭議員登壇）

〇２番（上路德昭） おはようございます。上路德

昭と申します。市議会議員にさせていただき、２

回目の一般質問となりました。今回も前回と同様

に市民の目線を忘れずにご質問いたします。

大変申しわけありませんが、市長並びに理事者

の皆様方とのやりとりをたくさんしたいと思って

、 。おりますので すぐに質問に入りたいと思います

質問事項１、市内砂利道舗装について （１ 、。 ）

今後の計画は （２ 、市民の要望にこたえてい。 ）

るか （３ 、私道を含めた舗装について。。 ）

質問事項２、大規模ホタテ養殖センター設立の

提案 （１ 、可能かどうか （２ 、これからも。 ） 。 ）

変わることのない産業としての位置づけとして考

えているか。

質問事項３、赤字解消計画について （１ 、。 ）
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今後の方針は （２ 、黒字化後の政策は。。 ）

以上の３項目です。市長並びに理事者の方々に

は、傍聴席にいらっしゃる市民の方並びにラジオ

放送を通して聞いている市民の皆様方にわかりや

すく、かつご納得いただける答弁をよろしくお願

いいたします。

以上、壇上からの質問を終わらせていただきま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 上路德昭議員のご質問にお

答えいたします。

ただいまのご質問、要旨と要点というふうなこ

とをお話しいただきまして、細部にわたりまして

のご質問の内容は、ちょっとまだ把握できており

ません。当初、これは内部的なものでございます

けれども、ヒアリングを受けた段階での内容につ

いての答弁とさせていただきますことをまずもっ

、 。てお許しをいただきたいと このように思います

市内砂利道舗装についてのご質問にお答えいた

します。現在むつ地区の整備率の状況を申し上げ

ますと、認定市道は658路線、234.5キロメートル

で、そのうち舗装延長は204.6キロメートルであ

り、舗装率はおよそ87％となっております。別に

市有地道路敷では121路線で、舗装率55.3％、私

道では136路線で、舗装率34.1％と低い状況とな

っております。

ご質問の１点目、今後の整備計画を具体的に示

せないかとのご質問でありますが、砂利道の整備

につきましては、各町内会より要望いただき、道

路の所有者や排水先の状況、土地の境界の確定、

利用状況などを調査し優先度を定め、年次計画を

作成して整備を進めておりますが、景気の低迷な

どから市の財政環境も厳しさを増しており、限ら

れた財源を有効活用するため、優先度の高い箇所

より順次整備しており、今後の具体的な箇所を明

確にお答えすることはできませんが、事業を行う

地域には説明会などを行い、理解を得ながら事業

を進めたいと考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

ご質問の２点目、市民の要望にこたえているか

とのご質問でありますが、基本的には町内会を単

位として要望いただいておりますが、整備につき

ましても町内会と相談のうえ、効率のよい整備を

進めさせていただいております。

また、整備費が特定の地域に偏らないよう延長

の長い路線などは整備区間を区切り、完了するま

で数年を要することもあり、利用する皆様には多

大なご不便をおかけしていることも十分承知して

おります。いずれにいたしましても、現在利用さ

れている生活道路の整備着手までの間は、地域の

皆様が安全で快適な利用ができるよう、予算の範

囲内で適切な道路維持に努めてまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

ご質問の３点目、私道を含めた舗装についてで

ありますが、私道につきましては、所有者が道路

管理責任者となっておりますので、舗装などの整

備は所有者が行うことになっております。また、

個人の財産を市で整備することはできないものと

考えておりますが、利用者の安全や安心のため、

予算の範囲内で除雪や砂利敷きを行っており、維

持管理のお手伝いをさせていただいております。

このような状況を解消するため、市では公衆用

道路用地の寄附による取得及び市道路線認定基準

要綱を定めており、利用度の高いもので整備が完

了した路線について寄附を受けることとしており

ます。

また、私道整備に要する経費について、町内会

及び地域住民で組織する団体に補助金を交付する

むつ市私道整備補助金制度も定めており、利用し

ていただきたいと考えております。

すべての道路を整備するには、今後多大な費用
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と時間を必要とし、整備された道路も維持管理が

必要となりますことから、財政状況を勘案しなが

ら効率のよい整備を進めてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

、 、次に ホタテに関するご質問にお答えする前に

このたびの高水温によるホタテガイへい死や水揚

げが減少している漁業関係者の皆様方に改めて心

からお見舞いを申し上げます。

私は、去る10月12日に浜奥内地区を視察し、被

害の実態を自分の目で確認するとともに、関係者

の声を聞いて、その被害の大きさを痛感し、緊急

の短期対策、そして今後における高水温による被

害の再発防止に向けて長期的な視点に立った対策

を検討することが肝要と考えております。

それでは、大規模ホタテ養殖センター設立の提

案について、ご質問にお答えいたします。まず、

可能かどうかについてでありますが、大規模なホ

タテ養殖センターの建設により、天候に左右され

ず、ホタテを安定供給できるのではないかとのこ

とでありますが、現在陸奥湾においてホタテ養殖

漁業が軌道に乗り、盛んに行われているのは、地

形的に波浪の影響を受けにくいこと、そして湾内

には八甲田連峰や下北半島の森林ではぐくまれた

豊富な栄養塩が注ぎ込まれることにより、ホタテ

のえさとなる植物プランクトンが大量に発生する

といった自然の連鎖の中で養殖できることが大き

な要因であると考えられております。

このように自然の恩恵を十分に受けて成り立っ

ているホタテ養殖漁業であり、施設を建設し、ホ

タテを人工的に養殖することになりますと、施設

建設や維持管理に膨大な費用と労力を要するほ

か、現在ホタテガイ養殖で使用している海域の面

積がむつ市管内では１万ヘクタール程度に及ぶこ

と、また養殖施設の総延長は400キロメートル以

上に及ぶことから、相当の場所が確保できないこ

と、さらに耳づり、丸かごによるホタテ養殖は、

水深15メートルから20メートルの中層で行われ、

地まきホタテについては海底の砂泥域に生息して

いるというように、自然の条件に合わせた形で技

術改革が進められてきたもので、議員が提案され

ました大規模ホタテ養殖センター設立による養殖

に関しましては、現実的には困難であると考えて

おります。

次に、これからも変わることのない産業として

の位置づけとして考えているのかについてであり

ますが、むつ市の漁業生産額において、ホタテは

約３割を占めているほか、漁業者のみならずホタ

テを原料とする加工業に従事する方も大勢おり、

ホタテ産業のすそ野が広いこと、そして「むつ市

のうまいは日本一」を掲げている中において、ホ

タテは重要な産品として位置づけており、本庁舎

北側に掲示している垂れ幕にありますとおり ホ、「

タテはむつ市の宝 がんばれ漁業者！」であると

認識をしております。

今回の高水温によるホタテガイのへい死の対策

の一環として県では、大学、国・県の研究機関、

市町村、県のホタテの専門家を構成員とした陸奥

湾ホタテガイ高水温被害対策専門家委員会を設置

し、高水温に対応したホタテガイの養殖技術の開

発や他の魚種との複合養殖等を検討することとし

ております。市といたしましては、県や関係団体

と連携し、ホタテの安定生産に対する技術的な指

導やナマコ等との複合的な漁業経営による安定方

策を検討するとともに、むつ市のホタテを全国に

発信する取り組みなどにより水産業の振興に努め

てまいりたいと考えておりますので、ご理解賜り

たいと存じます。

次に、ご質問の第３点目、赤字解消計画につい

てでありますが、今後の方針と黒字後の政策につ

きまして、関連がありますので、一括してお答え

したいと思います。

上路議員ご承知のとおり、赤字解消計画では平



- 56 -

成23年度決算において、今までの累積赤字をすべ

て解消して財政の健全化を図る計画であり、その

達成に向けて鋭意努力しているところでありま

す。

４市町村が合併した当初の平成17年度決算で

は、約24億4,000万円の赤字となっておりました

が、非常に厳しい財政状況においても市民サービ

スの低下を招くことのないよう意を用いながら、

退職者の一部不補充による人件費の削減、物件費

等内部経費の節減、電源立地地域対策交付金のソ

フト事業への活用、低利な起債への借りかえ、市

税等自主財源の確保等々堅実な財政運営を推進す

ることにより各年度において黒字を計上し、赤字

解消にあと一歩というところまでようやくたどり

着いたという状況にあります。

今年度につきましても、今冬の降雪に伴う除排

雪経費が最も懸念されているところであります

が、赤字解消の着実な達成に向け、気を緩めるこ

となく収支の状況を見きわめていきたいと考えて

おります。

平成23年度の見込みについてでありますが、予

算編成に当たって３つの基本方針を定めておりま

す。１つ目は、持続可能な財政運営の推進、２つ

目はネクスト50へのさらなる飛躍、３つ目は市民

協働のまちづくりであります。この中の持続可能

な財政運営の推進では、中長期的視点に立って、

歳入においては安定した財源の確保、徴収率の向

上、未収金対策等歳入の増収に向けた対策を講ず

ることとし、歳出においては事務事業の費用対効

果を検証し、最少の経費で最大の効果を上げるよ

う事務事業の再構築も視野に入れた経費の見直し

を図ることとしております。

この予算編成方針に基づき、歳入の確保、歳出

の抑制により単年度黒字を確保しながら、下北医

療センターの不良債務解消に係る負担金、脇野沢

地区廃棄物対策経費、除排雪経費等の財政課題に

的確に対処してまいりたいと考えております。

また、上路議員ご承知のとおり、国の予算にお

いて一括交付金の取り扱い、事業仕分けの予算へ

の反映等、国の財政対策がまだ示されていないこ

とから、平成23年度の予算編成までに国及び県の

対応をしっかりと見きわめ対処していかなければ

ならないと考えております。

平成23年度に一般会計が赤字を脱却いたしまし

ても、川内診療所、大畑診療所及び脇野沢診療所

の３施設における不良債務はまだ残っており、下

北医療センターが策定しております下北医療セン

ター改革プランにおいては、平成24年度から不良

債務解消に向ける一般会計からの負担金をさらに

増額する計画となっており、むつ総合病院の約

33億6,000万円の債務負担に係る支払いや脇野沢

地区廃棄物撤去経費、公共施設の老朽化に伴う改

修経費等、財政に係る課題は山積している状況に

あります。

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律が平成21年度から本格的に施行され、一般会計

だけでなく一部事務組合等を含めた財政全体の視

点からの健全化が求められているところでもあり

。 、 、ます こうしたことから 中長期的視野に立って

各年度の決算において単年度の黒字が経常的に図

られるような収支バランスのとれた予算編成を行

い、再び赤字が発生することがないよう、国にお

ける制度改正や大雪による除排雪経費、災害等の

急を要する支出にも柔軟に対応できるための財政

調整基金への積み立てや公債費適正化のための減

債基金への積み立て等を行いながら、しっかりと

した財政基盤を築き上げていかなければならない

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 大変ありがとうございます。

まず、質問事項１の市内砂利道舗装について、市
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長の答弁を聞きまして、再度質問させていただき

ます。

現在のところ町内会を単位としての要望でと言

っておりましたが、そういう細かいところの意見

や要望の吸収の仕方などは、今どういうシステム

で吸収されているのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） どういうふうな形でその市

民の声を吸い上げているのかというふうな、その

手法についてのお尋ねだと理解いたしました。こ

のことにつきましては、町内会連合会、また行政

連絡員の先般も行われましたその集会がございま

して、要望事項に対しまして、私が１つずつ丁寧

にお答えをするような全体で集まっての行政連絡

員及び町内会長さんとの懇談会、その席上でも承

っております。

さらに、さまざまな形で要望カードというふう

なものを秘書広聴課のほうで承っておりまして、

町内会長さんのお名前で、この地区、そして図面

をつけて丁寧に要望を承っていると。それから、

市長への手紙、それからおでかけ市長室等々でさ

まざまな地区ごとの道路についてのご要望を承っ

ている状況でございます。

また、おでかけ市長室等々では、道路について

のご要望が非常に多うございます。また、先般も

町内会長さん、また行政連絡員の皆さんとの懇談

会でも半分以上道路の要望というふうなことで、

それなりに要望の部分について承り、それを計画

的に順次進めている状況であると、このように考

えております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） もちろん適切に考えて、随時

進めていることだとは思います。私こういう立場

、 。になってから ちょっとお手紙をいただきました

もちろん砂利道なのですが、その人にとっては生

活道として大事な道路であって、もうかれこれ

20年も前からある議員さんだったり、この市役所

のほうに要望に来たりしても舗装されないという

ことであったのです。事実そういうのがありまし

て、ちょっと行ってみたら、場所は申し上げられ

ないですけれども、確かにそういう場所もありま

した。

例えばですけれども、５年でも10年でも、15年

でも20年でも、長いスパンをかけて、今ある砂利

道をちょっとずつでも、５年後にはここを、ある

程度は、大体の指針としてここまでを進めていき

ますと。例えば市政だよりで５カ年計画とか10カ

年計画とか、そういうふうなことで、本当に困っ

ている人たちをとりあえず安心させていけるとい

うようなシステムとかは可能でしょうか、どうで

しょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 上路議員からの、その砂利

道の今の部分、その場所は特定できないわけでご

ざいますけれども、まず我々といたしましては、

その砂利道が私道路なのか、それから市有地道路

敷なのか、それから認定市道なのか、そういうふ

うなところをまずしっかりと確認をしなければい

けない、その作業がございます。また、そこを生

活道路としてお使いになっている方が、道路は当

然市道だろうというふうな認識のもとでの上路議

員に対してのご要望かもわかりません。そういう

ふうなところをやはり確認を１つずつしてから進

めていかなければ、先ほど壇上でもお答えをいた

しましたように、私有地を舗装するというふうな

ことは、行政としてはできるわけではございませ

ん。そういうふうなことで、その部分において認

定されている市道なのか、私道路なのか、それか

ら市有地道路敷なのか、そういうふうなところを

しっかり把握をした中でこれに対応していかなけ

ればいけない、このように思っております。

さらに、ではその市道の部分、むつ市道路の部
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分、認定市道の部分、どういうふうな形でお知ら

せをしているのかというふうなことでございます

けれども、先般田名部地区で、大曲コミュニティ

センターのほうで行いましたおでかけ市長室、

100人ほどお集まりいただきました。その際、ま

た大曲地区も非常に道路が傷んでいるところ、ま

た舗装されていない市道等も多くございまして、

その部分を画像を使いまして、この道路について

は何年度、この部分については何カ年計画という

ふうな形で、非常にその部分で理解が深まったと

いうふうに私は認識をいたしましたので、そうい

うふうな手法でさまざまな場面でお知らせをして

、 。いく必要があろうと このように考えております

ただ、その部分が前段でお話をしましたように、

認定されている市道なのか、私道路なのか、そう

いうふうなさまざまな道路の種類がございますの

で、その部分の確認をしなければいけないと。

上路議員、お手紙が届いたそうでございますの

で、私に直接でも結構でございます。また、土木

課のほうにお伝えをしていただければ、その部分

については説明をさせていただきたいと、このよ

うに思います。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 今５カ年計画とか10カ年計画

とか、そういうふうな計画の説明がされていると

いうことで、１つ安心したのですが、おおよそ土

木費というふうなものは、市長がもちろん決める

わけなのですが、その舗装に対して予算の配分と

いうのはこれからも市長の中で、恐らくその分配

率というものがあるとは思うのです。それに対し

ては今後も変わらない、自分の中での数字という

のは変わらない方向で、例えば何が起きるか確か

にわからないのですが、随時本当に一定の額ずつ

出して、本当ちょっとずつでもこういうことを進

めていますという方針で変わりはないでしょう

か。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 市道の部分については、し

っかりとこれは計画的に進めていかなければいけ

ない。ただ、ある年度において非常に爆発的にそ

の部分で予算を注入していくというふうなこと、

これはなかなか今の財政状況では、また後ほど赤

字解消計画完了後のことでお話が出てくると思い

ますけれども、財政運営を見ながら、計画的に着

実にこれを進めていく必要があるのではないか

と、このように思っています。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 話が戻るのですけれども、先

ほどの20年間も舗装されない部分もあるという話

を聞いたときに、確かに市長は今おでかけ市長室

とかで出ているのですけれども、そういうふうな

要望が来たときのむつ市側としての説明、もう

20年間ですから、そういうふうなところも考えた

ら、少なくとも例えば１年間だったりとかでも、

いや、ここはこうこうこういう事情で、例えば私

道だからとか、説明の仕方が恐らくあるとは思う

のです。やっぱりそういうふうな苦情もあったと

いう事実を踏まえてですけれども、これはこの地

区に限らずほかでも多々そういうところは見られ

ますし、そういうふうなところに対しての説明と

いうのは１件１件なされているものなのか、ちょ

っとお聞きしたいなと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） お訪ねになって直接市役所

だとか、要望書だとか、そういうふうな形でお見

、 、えになった方 また手紙を出していただいた方々

その方々に対しては、１件ずつしっかりとお答え

。 、をするようにということは命じております ただ

20年間砂利道であり続けていると、現在もそうだ

というふうなことは、何かさまざまな私権関係も

あって、そういうふうところもあるのではないか

なと今推測をいたしております。
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〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 自分もこういう立場になって

やっと言えるような形なのですけれども、そこを

今舗装しなければいけないのかという、それはい

ろんな考え方があっての舗装なのですけれども、

そこをやるよりかはもっと違うところに充てたほ

うがいいのではないかとか、例えば審査の段階と

いうのは、これはどういう過程で、例えば100要

望ある中で、今回の予算では20、あるいは10％の

部分、15％の部分をやりましょうと会議で決定す

るわけではないですか。その審査の基準というの

は一体どういう形で、舗装だったり、今あるアス

ファルトのところを、またはいでやっていくとか

というその工事というのはどういう形で進められ

ていっているのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） まず、町内会等から、また

市民の皆さんから要望があるというふうなこと、

それから周辺の居住関係、人口増加の部分、そう

いうふうなものを総合的に判断をしてプライオリ

ティーをつけていかなければいけないものと、こ

のように考えております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 時間もないので、次の質問事

項に行く前に、今後そういう道路の舗装とか進め

る際には、担当課の方たちだったり、そこをやる

というときに、もう一回きょうのこの自分の言葉

を、ほかにも本当に必要としている人たちがいる

のではないかとか、もう一度改めて考え直して、

そこで進めるように今後ともしていただければ大

変うれしいなと思います。

続いての質問にいきたいと思います。大規模ホ

タテ養殖センター設立の提案についてです。先ほ

ど市長は、可能かどうかということについて、今

後はそういう予定がないと言ったのですが、被害

状況についてはほかの議員の方々が聞くので、私

はこれで何を言いたかったかというと、ホタテは

先ほど市長も言ったとおり、市役所のほうに横断

幕が掲げられておりますが、そのくらいまで、そ

ういうふうな市の産業として今後10年、20年、自

分が50歳60歳になっても、やっぱりホタテはそう

いう産業として、むつ市の産業としてあり続けて

ほしいですし、そういうふうに願ってはいるので

すが、今たまたまと言えば言葉が悪いですけれど

も、天候により、ある意味災害に近いようなもの

ですけれども、高水温で今こういうふうになって

しまった。これを今このときだけ処理して、では

次はどうしようかと、そのときになってみないと

考えないというのではなくて、もっともっとそれ

を10年、20年先のことを踏まえて、やっぱり市役

所の方針としてはこうであるべきだと。今はこう

いうふうに乗り切るけれども、次はこういうふう

にやっていくのだという指針があるのかなと思っ

てこういうふうなことを聞いてみたのです。

今回さきに補正予算で、500万円を一般財源か

ら出しましたが、これもしかして、また来年も高

水温になるかもしれない。そうなったときに、毎

年毎年出していっても、出していっても収入がそ

んなにふえないとなれば、もしかしたらどこかで

だめになる可能性もありますし、こういった対応

をもっともっと次のことを考えてやっているのか

なと思って質問いたしました。それはできないと

言ったのですけれども、ではほかに何か、今回起

きたので、多分３年、４年は正常には戻らないと

思いますけれども、この先に対して何か戦略等あ

ればお願いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ちょっと例をとるのはおか

しいのですけれども 例えばこれから20年先 30年、 、

先、こういうふうな地球環境の変動の中で青森県

はもうリンゴができなくなると、そしてリンゴの

主産地は北海道に移っていく 将来的に20年 30年。 、
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後、この形で気候変動が激しくなってくると、例

えばミカンの生産地が福島になるとか、福島でと

れている桃が青森県の主産地になってくるとか、

そういうふうなさまざまな形で警鐘を鳴らす科学

者もございます。

そういう意味で、私はこのホタテ産業というの

は、これは青森県の主産業でありますし、当然む

つ市でもしっかりとこれを支えていかなければい

けないと。それは今、例えば単年度ごとに、今回

は雇用関係と、それから母貝のために2,500万円

のトータルでの補助金を出させていただきまし

た。議決を賜りました。今回はそういうふうな形

で補正予算を計上させていただきましたけれど

も、来年になったらどうなのか、またその後どう

なのか、またこのホタテの状況は、２年から３年

くらいこういうふうな非常に厳しい状況が続くと

思います。その部分については、その瞬間的な部

分、即応的な部分は対応していかなければいけな

い、まず一つ。

それから、中長期的にこのホタテ産業をどうす

るのかというふうなこと。高水温のためにという

ふうな、その対策もしっかりと研究をしていかな

ければいけないと、私はこういうふうに思ってい

。 、ます それが県また国でさまざまな専門家委員会

これを設置いたしました。漁業団体の方々、それ

から水産加工団体の方、それから研究機関として

は東北大学、青森県水産総合研究センター、青森

県産業技術センター、それから市町村というふう

な形でホタテに関しての将来的な高水温に対する

対策を研究していかなければいけないと、こうい

うふうな研究機関等をひっくるめました委員会が

設置されましたので、その動向をしっかりと見き

わめて、我々行政としてもその対策をともに携さ

えて進んでいかなければいけないと、こういうふ

うな認識をいたしております。

ホタテ産業は、しっかりと守っていかなければ

いけない。それは、それぞれの年度ごとの対応も

しなければいけない。中長期的に、高水温という

のは、また来年もそうなるかもわかりません。そ

れならば、その水温25度、23度を超えると、非常

にへい死率が高まってくるわけですので、今後も

そういうふうな事態が想定されるわけですので、

それだったら例えばもっと深いところでホタテを

養殖するのか、そういうふうなことまでひっくる

、 、めましてのこの専門家委員会の回答 それを待ち

そしてさまざまな手を講じていくと、こういうふ

うに思っております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） １次産業ということで、やっ

ぱりそういう天候だったり気候に変動されるとい

うのは、これはもう稲作だったり何でもそうなの

ですけれども、今高水温になってしまって、ヒア

リングのときに、今県のほうで高水温に強いホタ

テのちっちゃいやつをつくってやっていくという

、 、方針も何かあるということで 個人的に思うのは

これむつ市としてはすごく外貨を稼げる武器だと

思うのです。例えばこれはむつ市独自でこういう

ことをやるとか、そういうふうな発想とかはあっ

たりいたしますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） なかなかこの部分において

は、むつ市独自の専門家会議を開き、また検討委

員会をつくるというふうなことよりも、県全体の

中で、また国全体の中でこういうふうな部分の専

門家、さまざまな専門家、研究機関がございます

ので、そのお力をいただくのが最初であろうと、

このように思います。

また、先ほどちょっと言い漏らしましたけれど

も、単にホタテのみならず、ホタテだけに頼ると

いうふうな漁業ではなくて、さまざまな形で、ホ

タテの時期のピークが来たら、そのピークを越え

たら次の魚種、そういうふうな形で収入を平準化
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する、高原状態の中で平準化していくというため

に、さまざまな魚種に、例えば陸奥湾内ですとホ

タテ、そしてナマコ、アカガイ、それからフジツ

ボとかさまざまな部分で、それに挑戦している漁

協さんもありますので、そういうふうな形で魚種

をふやしていくというふうな手法も考えられる

と。そういうふうな取り組みもまた行政としてサ

ポートしていく必要があろうと、このように思っ

ております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 市長が今掲げております「む

つ市のうまいは日本一」ということで、ホタテが

今大きな武器の一つがなくなったと、なくなった

わけではないですが、今すごく大打撃を受けてい

る。

このホタテが復活したらどう「むつ市のうまい

」 、 、は日本一 に結びつけて ホタテを日本じゅうに

あるいは世界じゅうに売り出していこうと考えて

いますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） まず復活ホタテというふう

なことになります。復活のカツは、活ホタテと同

じですね 「復活ホタテ」というふうなネーミン。

グで全国の皆さんからのご支援をいただきたい

と、こういうふうな形の発信も必要なのではない

でしょうか。たしかリンゴが台風19号で非常に被

害を受けたときに、受験生に向かって「落ちない

」 、 、りんご だとか ああいうふうな形のネーミング

そういうふうなところは上路議員お得意でしょ

う。そういうふうなさまざまな「復活ホタテ」と

いうふうな形で売り出していく場面も出てくるの

ではないかと。このホタテの対策についてはさま

ざまな方面からアドバイスをいただきながら、し

っかりとこの産業を守っていきたいと、このよう

に思っております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 大変すばらしいネーミング、

ありがとうございます。

会社として考えれば、今は守りの時期だと思う

のです。あくまでも市税ですから、もしかしたら

これがずっと続いてしまって、今それに対して市

税を投入して、今守りの時期だとして、これがま

た何かの原因でまた次にそういうことが起きたと

きに、もしかしたらそれに反対する人も出るかも

しれない、その市税を投入することに対して。そ

うならないようなものが今まであったと思うので

す、このホタテに関しては。もう莫大なる外貨を

稼いできた部分もありますし、それに対して、今

は守りの時期として考えて、次なる攻めの、復活

したときに、ばんとこうやってやっていくのだと

いうこの市政の考え方をもっともっと今後考えて

いくべきだと思います。

先ほどむつ市独自でというふうなことを話した

のは、これは自分の知り合いとのお話の中で、若

い人たちだったのですけれども、本当に笑い話の

中で、例えば雪の利用とかできないものなのかな

とか、高水温だから、雪をそのまま投げるという

のは、海のほうに落とすというのは、もうこれは

融雪剤とかの問題があるので、ちょっと厳しいと

は思いますけれども。例えば、例えばですけれど

も、県はこういうふうに考えておりますが、むつ

市はこういうふうな形で雪を利用してホタテにつ

なげて高水温対策しております、そう簡単にはで

きないと思いますけれども、そういうアイデアと

いうのは何気ない発想から生まれてくると思って

おりますので、そういうふうな何かに結びつけて

むつ市は効率よくこういうホタテを守っておりま

すとか、そういうふうなアイデアが何かあればい

いなと思っているのですけれども、そこら辺はど

うでしょうか。どう思いますか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） アイデアはなかなか今出て
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きません。雪の利用の部分、たしか平成21年から

平成22年にかけましてのあの大雪、しもきた克雪

ドームと同じくらいの高さに雪が山積みになりま

した。もったいないと思いつつも、あれを海に捨

てることによってさまざまな、今上路議員お話し

のように、融雪剤だとか海を汚す原因を非常に多

く含んでいるわけでございます。そういうふうな

ところの何かアイデアはございませんでしょう

か、そんな思いでございます。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） これは、自分が発想したわけ

ではないので、ちょっとそういう話の流れでこう

なってしまって、ああ、それいいアイデアだなと

すごく思ったのですけれども。やはりそういうの

を酌んで、こういうのってすごく大事だと思うの

ですが、それこそが本当の市民のぱっとしたアイ

デアというのをいかに市政に結びつけていけるか

というのが自分の仕事だと思いますので、今後と

もそういうふうな、ほかの人たちが聞いたら、お

まえばかじゃないのかと思われるかもしれないの

ですが、これはでも何かに結びつけて、雪ってあ

そこに、岸壁のところに大量にありますが、それ

を何かに生かせないかと考えている人たちにとっ

ては、すごく今このホタテに関連して、もし万が

一そういうことになりかけたらそういうこともで

きるのではないかということで、ひとつ取り入れ

てもらえればいいなと思います。

もう一つなのですが、きのうもちょっとたまた

まテレビの中でＣＭとかもやっていたのですが、

陸奥湾産ホタテ出荷しておりますというＣＭをや

っていたのですが、一市民からとってみれば、あ

れっ、だめなのに出荷されているという思いもあ

るのですけれども、これはどういった形で出荷さ

れているのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 現在県のホタテ関係団体

の中で母貝確保のために成貝等々の出荷を見合わ

せしましょうという話し合いが進められておりま

すが、現実的には各商取引の中で契約されている

部分もございますし、それから各漁協、漁業者の

経営の中でどう取り組んでいくかというスタンス

も必要になってまいります。そういった意味で、

強制的にすべての出荷をストップという形にはな

ってございません。あくまでも申し合わせの中で

来年度の母貝は2,000トン確保しましょうと、そ

れ以外については出荷できるような体制。ただ、

先ほども申しましたけれども、それぞれの漁協、

漁業者によって売るものがあるのかないのかとい

った部分もございます。そういった意味で、一部

は市場に出回っているものもあるようでございま

す。

ただ、現状を見ますと、現在は三陸産、それか

ら北海道産のものが大分陸奥湾産にかわって入っ

てきている状況と伺ってございます。ただ、これ

一たん他産地のものが入った場合に、陸奥湾産が

原状回復した場合において、それを100％またも

とに戻せるのかといった課題もございます。やは

り商取引の中での売買ということになりますの

で、取引も信頼関係も大切かと思います。一たん

構築した契約を破棄して別のルートでということ

になりますと、いろいろ課題も多くなってくるか

と思います。そういった意味では、ある程度の出

荷を続ける、継続することも必要なことではない

かというふうに考えてございます。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） ありがとうございます。ちょ

っとふと、普通の感覚で見たら、あれっ、こんな

に陸奥湾のホタテが高水温で大分被害を受けてい

るというのに、そういうふうなことが起きていた

ので、これは一市民の感覚として、あれっ、何で

出ているのだろうなというふうに思ったので、ち

ょっとその内容を聞いてみました。
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次の質問にいく前に、新幹線も通ったことです

し、大間町さんはマグロで売っていますし、ぜひ

とも復活したとき、むつ市はホタテがやはり自慢

だというのでたくさんの人々が来れるような、そ

れを食べに来ればもう間違いがないと言われるく

らいのホタテをつくっていけるように、私も個人

としておいしいホタテを食べたいので、ぜひ対応

のほうをよろしくお願いいたします。

続いて赤字解消計画についてに移らせていただ

きたいと思います。先ほども市長から答弁があり

ましたとおり、先月の市政だよりにも、財政は一

通り安定してきましたというご報告がありまし

た。あれを見て、これはもう直観的な質問なので

すが、仮にこれがうまくいくようであれば、市民

が一人一人払う市税を減らそうとか、そういうふ

うなお考えはありますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長 宮下順一郎 一般会計のほうは 平成23年（ ） 、

度で何とか赤字解消計画を組んで、これを完成さ

せたいと思っております。しかしながら、まだ３

つの診療所の不良債務が、50億円になんなんとす

。 、る四十数億円の金額が残っております それから

先ほど壇上でもお話をしましたように、むつ総合

病院に対しての債務負担行為としての33億

6,000万円というふうな債務負担というふうな支

払い、これもまだあります。それから、脇野沢地

区の廃棄物撤去経費というふうな部分、それから

公共施設が非常に古くなってきている、これを改

修もしていかなければいけない部分、そういうふ

うな改修経費等まだまだいっぱいあるわけでござ

います。ただ、一般会計ではそういうふうな形で

赤字は解消するものの、まだまだその部分では気

を緩めてはいけない状況であるということでござ

います。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 今市政だよりを見ての質問で

すけれども、もしラジオとかを聞いている方がい

ましたら、この市政だよりの先月のやつなのです

が、今現在連結実質赤字比率というのが大分回復

してきたと。ただ、財政再生基準がない、将来負

担比率、先ほども言いました下北医療センターの

多額の負債だったりとか、こういったものを今度

からは改善していくという方針で間違いはないで

しょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 将来負担比率、この部分も

しっかりと見きわめながら、これは将来、要する

にまだ借金の部分も入っているわけですので、そ

ういうふうなところをしっかりと見きわめる必要

があると、このように思っております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 医療に関してですが、もちろ

んすごく大事な部分でありますので、ただ今の決

算でも下北医療センター負担金という形で約18億

5,000万円ほど拠出しておりますが、今後はその

金額等、若干浮いた部分をそちらのほうに上乗せ

して、ちょっとずつでも返していけるようなシス

テムにしていくという方針でよろしいでしょう

か。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） これは、計画的にしっかり

と、要するに返済していかなければいけない、こ

ういうふうに思っております。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） なぜこういう話をしたかとい

いますと、この市政だよりの財政の健全化判断比

、 、 、率 すごくうまくいっていて もうすべて改善で

７億3,000万円の単年度黒字を達成というふうな

のが書いてるのを見て、いろんな方から言われた

のは、ではもっともっと市で使えるお金がふえて

くるのであれば、先ほど言いました市税を減らし

てほしいとか、これはもうすごく端的な話ですけ
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れども、本当にそれで、では一番最初に話しまし

た砂利道の舗装をもっともっと進められるのだな

、 、とか 今まで以上に1.5倍進められるのだなとか

医療に関して、あるいは経済対策に対してとか、

もっともっとそういうふうになるのだなと思って

見ている方々が多々いると思います。そこまで市

の財政に関しては、やはり皆さんそんな、自分も

こうなってみて初めてそういうのをすごく勉強し

て覚えてきた部分もありますし、ただこれを見る

限り、一般の市民の方々はそういうふうに思って

しまうような書き方というか、事実なのですけれ

ども、そういうふうに思っている方々に、そうい

うふうには変わらないのですが、今抱えている連

結実質赤字比率というのはよくなりましたが、や

はり将来負担比率というものはまだまだ予断を許

さない状況ではありますので、例えばそういうふ

うなのをはっきり打ち出したほうが、まだまだち

ょっとむつ市は厳しいのですというのを改めて市

長から言ってもらえればすごく助かると思いま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 27歳、28歳になったのでし

ょうか……

（ 27」の声あり）「

〇市長（宮下順一郎） 私がまだ27歳のころは、こ

ういうふうな形でむつ市の財政などというのは、

恥ずかしながら、全く関心がありませんでした。

そういうふうな中で27歳、若いと言うと失礼なの

ですけれども、上路議員が、この皆さんのお仲間

が、むつ市の財政について非常に関心を持ってい

ただいているというふうなことは、これまでやや

もすれば財政公表というふうなものが非常にわか

りづらい形の中で市民の皆様方にお伝えをしてき

た。これをもっともっとわかりやすくしようでは

ないかというふうな私取り組みをしたわけでござ

います。それが本当にそういう意味では若い方々

にもその財政状況が伝わってきたのだなというふ

うな部分で、私は非常にこの部分、もっともっと

情報公開、わかりやすい公開、これをしていかな

ければいけないというふうな認識をもっと今深め

ました。そういう意味で、これからもしっかりと

この財政の状況については皆様方にわかりやすい

形でお示しをしていく手だてをさまざまな形で考

えていかなければいけないと、このように思いま

す。

ただ、平成23年度で赤字解消計画を何とか完成

、 。したいと 非常にもう一歩のところまで来ました

、 、しかしながら 先ほどお話をいたしましたように

下北医療センター改革プランにおいて、平成24年

度から不良債務解消に向けて一般会計、黒字にな

るだろう一般会計から繰り出しをしていかなけれ

ば、増額をしていかなければいけませんし、先ほ

どお話ししましたように、脇野沢地区の廃棄物の

撤去、それから公共施設、さまざまな部分で傷ん

でおります。そういうふうなところの改修経費、

そういうふうなものがまだまだいっぱいあるわけ

でございますので、一般会計が黒字になったから

といって、ただちにそれが市税の部分だとか、道

路の部分に一気に、そういうふうな走り方はなか

なかできないと。まだまだ３つの診療所で四十数

億円の不良債務、これらも抱えておるということ

をもっと市民の皆様方にご理解を深めるための手

だてを考えていきたいと、このように思っており

ます。

黒字になったからといって、ただちに今度は、

一般の家計と同じだと思います、さあ使おうと、

何を買おう、あれを買おうとか、テレビもバージ

ョンアップしようとか、それからパソコンもバー

ジョンアップしようと、それがまた今度将来の負

担となってくるわけでございますので、その部分

において黒字になりましたら、例えば災害に備え

るため、また緊急のさまざまな事業に備えるため
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の財政調整基金を積み立てていくとか、それから

公債費のために向ける減債基金を積み立てていく

とか、そういうふうな形で、全体的に総合的な考

え方の中で、さあ、私たち平成23年度から黒字に

なったから、これで二、三年また大いに使ってい

こうというふうなことになりますと、将来また赤

字が発生するわけでございますので、十分その部

分は持続可能な財政運営というふうな形で財政を

運営する必要があろうと、このように思います。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 今まで市長が大変苦労してこ

こまで、こういうところまで持ってきたというの

は、もう本当尊敬の念を抱く思いですが、この市

政だよりにも書いてあるとおり、円グラフとかで

すごくわかりやすく書いているのですが、これは

もう本当、市民の皆様にもすごくわかりやすく伝

わっていると思います。

今もご答弁の中にありました基金を積み立てて

いくということは、まだまだ予断を許さない状況

で、今結構すごくコンパクトにおさめていると思

うのです。昔はもっと膨大に使っていたものを、

市長がいろいろ努力して削ってきた部分もあり、

伸ばすところにはお金をかけてというようなこと

をして、ちょっとずつでも減らしてきたものを、

まだまだ今後もやっていかなければいけない状況

だというのは、もう確実なものでありまして、例

えば歳出の部分で言う、いわゆる一般の市民の方

に直接関連するところでいくと、民生費だったり

とか労働費、教育費、土木費など、そういうふう

なものに関しては、ある程度は、今後もまだまだ

10年、20年は変わらないという方向の考え方でよ

ろしいのでしょうか。例えば先ほども言ったとお

り、普通の一般の家であれば、ちょっとお仕事で

ボーナスが入ったとなれば、ではちょっと旅行に

出かけようかとか、そういうふうなものになるの

ではないですか、普通の一人の人間として、むつ

市というものを考えたときに黒字になったと。で

は、ちょっとここのほうに投資をしてやっていこ

うかなというようなご発想は何かあるのでしょう

か。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 基金にばかり積み上げする

と、非常に余りにも堅実過ぎておもしろみがない

のではないかというふうなご趣旨だと思います。

やはりきょう多分ボーナスが出れば、上路議員も

何かお父さん、お母さんにおいしいものというふ

うな気持ちがあろうと思います。そういうふうな

ところは、十分めり張りをつけた形の中で黒字化

後には予算を組んでいって、今まで受けていてな

かなか要望におこたえできない部分が多数ござい

ますので、そういうふうなところは優先順位がど

うなのか、それから市民の皆さんの声を聞きなが

ら、事業として構築をしていく必要があろうと思

います。ただ、一気にやってしまうと、また同じ

繰り返しになります。

それから、先ほど上路議員が、市長が苦労した

というふうなお話がございましたけれども、市民

の皆様方のご要望にこたえることができなかった

赤字の状況、早く抜けたいし、全庁一丸となって

この赤字解消に取り組んできたというふうなこ

と、この部分も私以上に市民の皆様方のご協力、

ご理解をいただいたということと、全庁職員が一

丸となって赤字解消に向けたと、向かってきたと

いうふうなことを、その部分、後段の部分はご評

価をいただきたいと。私ではございません。

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） 確かにそうだと思いますし、

市民の方々が大分我慢してきてこういうふうにな

って、やっと来たと思いますので、今こういう市

政だよりに書いてある内容を見れば、やはり悶々

とした思いがあるというのだけは市長も、自分よ

りはわかっていらっしゃると思います。仮にそれ
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がもっともっとうまくいって、２年後、３年後、

本当にその浮いた部分が、確かに基金もそうなの

ですが、福祉だったり育児だったり、地域の活性

、 、化とかにどんどん どんどん投入していかないと

ある意味出していかなければいけない部分も絶対

必要なわけであります。ましてやきのうもニュー

スでやっていましたが、青森県全体としても人口

、 、が減っている むつ市としても人口が減っている

どんどん、どんどん人口が減少していく中、もち

ろんそうなれば比例して市税は減っていくわけで

す。そういうふうなことにやっぱり取り組みもし

ていかなければいけないというのはすごく大事な

、 、部分であると思いますし 割合があると思うので

それを今後の方針だけでも、もちろん市民の悶々

とした思いを払拭するような市長のアイデアがあ

ればよろしくお願いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 新年度の予算の編成に当た

っての基本方針、これは持続可能な財政運営とい

うふうなことになりますと、非常に悶々としてい

るというふうなお話がございましたけれども、そ

ういうふうなところが非常に晴れない部分があろ

うかと思います。赤字、赤字、赤字と、もう常に

そればかり気にしていると。しかしながら、もう

一つにネクスト50へのさらなる飛躍というふうな

。 、大きなテーマを私は掲げております この部分で

ネクスト50に向かってのさらなる飛躍、これをす

るためには、これまで議会の中で、また市民の皆

様方のご要望、しっかりとこれをしんしゃくした

中でネクスト50に向かって飛躍するためにはどう

いうふうなめり張りをつけた予算編成が必要なの

かと。そういうふうに、これからも決して夢、希

望を捨てているわけではございません。皆様方に

夢と希望を与えられるような予算編成、ネクスト

50に向かっての飛躍を語ることができる予算編

、 、 。成 これが必要だと このように思っております

〇議長（村中徹也） ２番。

〇２番（上路德昭） これからも私もそのネクスト

50に向けて、いろんなアイデアがあれば提案もし

ていきますので、今後ともぜひよろしくお願いい

たします。

お時間の関係もあるので、これで質問を終わら

せていただきます。ありがとうございました。

〇議長（村中徹也） これで、上路德昭議員の質問

を終わります。

午前11時15分まで暫時休憩いたします。

午前１１時０４分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎菊池憲太郎議員

〇議長（村中徹也） 次は、菊池憲太郎議員の登壇

を求めます。６番菊池憲太郎議員。

（６番 菊池憲太郎議員登壇）

〇６番（菊池憲太郎） おはようございます。この

たび初めて一般質問をいたします菊池憲太郎でご

ざいます。この演壇に立ちまして、改めて市民の

皆様、そして同僚の議員の皆様に感謝を申し上げ

ます。

むつ市議会第206回定例会に当たり、通告に従

いまして一般質問をいたします。

質問の１点目は、産業連携に伴う高等教育機関

の設置並びに生涯学習制度の充実についてお伺い

いたします。

去る11月18日、東奥日報朝刊社説欄に、原子力

エネルギー関連施設が立地する本県の地域特性を

生かし、地元企業を支援するとともに、産業起こ

しを模索する当市、下北地域の取り組みを紹介す

る記事が掲載してありました 本市には 昨年11月。 、
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に発足した下北・むつ市企業連携協議会が地元企

業の技術力向上を目的に研修事業などを開催し、

原子力メンテナンス事業への参入などを促す取り

、 、組みや むつ工業高校の設備システム科において

来年度から設備エネルギー科に改編され、地熱や

太陽光などの新エネルギーを利用した設備の仕組

みなどを幅広く学習できるカリキュラムが組まれ

るなど、原子力エネルギー産業を通じて当地域に

おいても新たな産業、教育の息吹を感じ取れる久

々に明るい話題が提供されており、今後高い可能

性を秘めた当市のパフォーマンスを発揮すべきと

きがいよいよ近づいてきたという期待を抱くもの

であります。

そこで、高等教育機関の空白区である当地域に

エネルギー関連、または新産業に対応するための

大学、研究機関との連携を促進し、さらには雇用

の拡大に結びつけるための方策をとるべきではな

いかと思い、当地域における高等教育機関設置の

可能性について質問いたします。

具体的な参考例を挙げますと、本県に隣接する

秋田県横手市においては、昨年の２月７日に秋田

大学と包括協定を締結し、まちづくり推進や地域

産業の活性化、教育、文化、芸術の振興など、秋

田大学の有する資源開放の拠点として横手市役所

南庁舎に秋田大学横手分校を開設したそうであり

ます。この分校では、横手市民や企業のニーズを

受けた相談窓口の開設や大学主催の講演会など、

市民や中高生などを対象とした教育講座を展開し

ており、分校には職員を配置して業務を行ってい

るとのことであります。

この横手市は、平成17年に合併し、693.59平方

キロメートルの総面積に対し、人口約10万人を超

える行政規模で、下北同様に高等教育の空白地域

でありながらも、大学が持つ教育資源の還元を図

る拠点にしたいと非常に積極的だったようであり

ます。

また、大学の設置場所についても、市役所庁舎

内ということもあり、当地に対して大いなる可能

性を抱いてしまうものであります。

大学といえども、何も膨大な予算を要するキャ

ンパスや研究施設を改めて整備するということで

はなく、有効に活用されていない施設、機材を改

修し、学習意欲の豊富な市民に開放し、教育推進

を底上げする。最終的には、学位を取得できると

いうことになれば幸いなのでありましょうが、地

域の活力の源泉となる人材を育成するという意味

においても、非常に大きな役割を期待されるもの

であります。

秋田大学横手分校において、現在は学位を取得

し、大学の修士課程を終えるといったところまで

は発展しておりませんが、今後の取り組みいかん

によっては十分に可能性があるのではないでしょ

うか。

もう一つつけ加えさせていただきますと、本年

４月19日の日本経済新聞において、作曲家三枝成

彰東京音楽大学教授のインタビューにおいて、首

、 、都圏から全国の46％を占める大学 短大を一掃し

地域に拠点を移し、地域活性化の拠点にせよとの

興味深い提言もなされております。十数年ほど前

に、むつ大学構想なるものが取り上げられました

が、その計画の不十分さから、たちまち頓挫して

しまったのも記憶に新しいところでございます

が、既存の大学と行政、地元企業、そして金融機

関が連携することによって、高等教育機関の設置

の可能性が高まるものと確信をするものでありま

す。

改めて当地域における高等教育機関の必要性と

連携による設置の可能性について、市長並びに教

育委員会委員長のご所見をお尋ねいたします。

続いて、当市における独自の環境に対する取り

組みをお尋ねいたします。私は、かねてから当地

域において産業の発展による技術的経済圏形成の
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必要性と同時に、めぐまれた自然環境を子々孫々

まで誇りを持って手渡す義務があるという思いを

強く抱いてきたものでございます。

昨年９月22日、国連気候変動首脳会合における

鳩山前総理大臣演説で、日本の2020年までの温室

効果ガスの削減目標について、1990年比25％を目

指すことを国際社会に約束したいわゆる鳩山イニ

シアチブが発表されました。その削減比率に関し

ては、批判の声も上がっているようではございま

すが、環境分野に対して率先して目標設定をし、

主導権を握る、ひいては環境分野の産業を日本の

成長エンジンに組み込もうといった決意を示した

一場面であったのではないでしょうか。

この自然環境に恵まれた下北半島において、一

見すると無関係のように感じられますが、原子力

発電所に始まりリサイクル燃料貯蔵施設、さらに

は原子燃料サイクル施設と多岐にわたる原子力関

連施設が稼働中、または建設中であり、近隣の東

通村、六ヶ所村、横浜町、野辺地町においては風

力発電施設が次々に建設され、下北半島全体とし

ては180基余りが稼働し、まさに新エネルギーの

宝庫としてＣＯ 削減に寄与していることは皆様２

ご承知のとおりでございます。

さらには、地域主権型社会を確立するために、

、 、豊かな自然環境 再生可能なクリーンエネルギー

安全で豊富な食料、歴史、文化資産、志のある資

金といった地域資源を最大限活用し、地産地消、

低炭素型に転換していく緑の分権改革も政府主導

のもと進められているところでございます。

現政権に対しての批判、非難を示し、嘆いてい

るばかりではなく、地域独自の利点を見出し、ビ

ジョンやとるべき方策を明らかにして、国や県、

他自治体と堂々と渡り合っていく機会が今まさに

求められているのではないでしょうか。

私は、かつてむつ青年会議所の理事長を務めた

際、オーフスというデンマーク第２の都市を自ら

の所信で紹介させていただいたことがございま

す。このユトランド半島北東部に位置する人口

29万人足らずの町の名前を世界的に知らしめたの

は、1993年に発表された自転車中心の新都市計画

に始まります。旧市街地は電車やバス、タクシー

といった公共の交通機関以外は原則として乗り入

れを禁じ、歩行者と自転車優先のまちづくりが着

工からわずか３年で完成したそうであります。不

便さを乗り越え、環境を保護し、次世代に対して

誇りの持てる社会を残そうとした人々の高邁な精

神を感じさせられます。

このオーフスのあるデンマークでは、1973年の

オイルショックをきっかけとして、わずか２％の

エネルギー自給率から、風力を初めバイオマス、

麦わら、ごみ発電などの再生可能エネルギーを推

進し、2000年には137％まで引き上げ、ノルウェ

ーやドイツにまで輸出するまでになったようであ

。 、ります このデンマークのエネルギー事情と環境

まちづくりを踏まえたうえで、以下の質問をいた

します。

第１に、当市における低炭素社会へ向けての現

状の取り組みについて、当市独自のＣＯ 排出基２

準は設けているのか。また、あるとすれば、その

達成状況をお知らせいただきたいと思います。さ

らには、市民に対しての周知、公告の手段につい

て、いかなる状況であるかをお知らせいただきた

いと思います。

第２点目として、ＣＯ 削減のため、今後の取２

り組みとして、行政の管理運営する施設について

はどのような取り組みをしていくのか。また、当

市の企業、一般家庭に対してどのような方法で対

策を講じていくのか。さらには、周辺町村のよう

に環境負荷の少ない再生可能エネルギー、当地域

においては風力発電が有効なのではないかと存じ

ますが、行政が積極的に取り組もうという考えを

持っているのかということについてお尋ねいたし



- 69 -

ます。

続いて、当市における観光行政のあり方、姉妹

都市との関係性についてお尋ねいたします。去る

12月４日に東北新幹線が全線開通し、新青森、七

戸十和田駅が開業し、県下全般にわたる観光客増

大の期待は高まる一方であり、特に県都青森市並

びに津軽方面においては、1971年の東北新幹線着

工以来、待ちこがれた悲願の成就であり、これを

契機として行政と民間が一体となって連携し、さ

まざまなイベント、キャンペーンを張り、観光客

誘致に対して必死に取り組んでいる姿が各種報道

機関によって紹介されています。

翻って当むつ下北地方を顧みますと、若干の温

度差がございます。全線開業効果に乏しいとの認

識が大勢であるように感じられます。これは、ひ

とえに二次交通機関の整備不十分さが起因してい

るということは論をまたないわけでございまし

て、今後ともこの不自由さを解消するために行政

サイドの一層の努力を望むものであります。

一方で、実際にこの下北地方に貴重な時間と労

力を費やし、足を運んでくださった観光客の生の

声を聞かせていただくと、私たちがふだん気づか

ないが、割と手をつけやすい観光施設整備がある

ものだと思い知らされることがあります。そのこ

とを踏まえたうえで、以下の点について質問いた

します。

当市における歴史的観光施設整備の現状と今後

の見通し、既存設備管理状況についてお尋ねいた

します。

去る６月、当市において斗南藩140周年祭が挙

行されたことは記憶に新しいわけでございます

が、数多くの下北地方の歴史をひもとく中で、非

常に短い期間ではあったものの、斗南、会津藩に

まつわる歴史というものはとりわけ輝きに満ちて

、 、いるように感じられるのは 当時を境にして文化

教育の面において多大な変化をもたらしたからで

ありましょう。その大いなる遺産とも言うべき斗

南、会津藩の残した史跡等について、いま一度見

詰め直す時期に差しかかってきているのではない

でしょうか。

第１点目として、斗南藩資料展示施設の設置に

ついてお尋ねいたします。三沢市に先を越されて

しまいましたが、本来であるならば、斗南藩の拠

点であった斗南ケ丘台地に当時の生活を再現し、

現存する資料を展示できるような施設を整備する

ことが最も望ましいと思われますが、その可能性

並びに必要性についてお尋ねいたします。

２点目として、維持管理についてでございます

が、現段階で財政的に新規の建設が困難であると

いうことならば、せめて現在の石碑、塗装のはが

れ落ちた案内板、標識などに手を加え、維持補修

をし、説明が必要な箇所については説明板を設置

するなど、史跡を訪ねて回る目的の観光客に対し

て、歴史のロマンを感じながら周遊できる環境の

整備が必要とされているのではないかと思いま

す。過去において同様の質問を先輩議員がされた

とは存じますが、改めてご所見をお伺いいたしま

す。

３項目めとして、今後の展開として斗南藩の歴

、 、史を探訪するうえで来訪者 観光客に対して史跡

歴史について紹介する際、どのようなＰＲをして

いくのかお知らせください。

さらに、４点目として、斗南藩140周年を迎え

た今、次の150周年の節目に向けて会津若松市と

の将来的な取り組みと斗南藩という名を生かした

まちづくりについてご所見をお聞かせいただきた

いと思います。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 菊池憲太郎議員におかれま

しては、観光協会、そしてまた青年会議所、そし
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てまた子育て世代、そしてまた企業人としてさま

ざまな場面でご活躍をして、そして先般の補欠選

挙で多くの市民の皆様方のご期待を受けまして、

議席を獲得いたしまして、この議場で議論をする

、 、というふうなこと 私も非常に心強く思いますし

またこれまでの識見、経験を生かしまして、それ

をもとにいたしましてのご提案、さまざまお受け

いただきまして、ネクスト50に向かっての市政発

展のためにともに手を携さえて頑張っていきたい

と、このように思いますので、よろしくご支援の

ほどお願いしたいと思います。

それでは、菊池憲太郎議員のご質問にお答えい

たします。

まず、教育行政について、高等教育機関の設置

及び生涯学習制度についてのご質問であります。

ご質問にありました横手市に開設された秋田大学

横手分校と同様に、地域と大学が連携し、高等教

育機関が開設されました例として、東北大学大学

院が原子力教育充実のため、六ヶ所村に開設した

量子エネルギー工学を専攻する社会人大学院生の

ための六ヶ所校がございます。講義は、文化交流

プラザスワニーに教室を得て、教員派遣による日

本原燃等に勤務する大学院生の勤務時間後に集中

講義方式で実施されております。

これに係る当市の取り組みについてであります

が、議員ご承知のとおり、当市では以前高等教育

機関について検討した経緯があります。その際の

検討の背景には、高等教育機関が遠隔地にあるこ

となどから、当地域の大学進学率が低水準となっ

ていること、県外大学への進学には経済的負担が

、 、 、伴い さらには人材流出による地域の経済 社会

文化活動の停滞につながることなどがあったよう

であります。このため、高等教育機関を設置し、

学術研究機能の強化による人材育成と人材供給、

人口流出の抑制と地域の活性化など、高等教育機

関の社会的、経済的効果を期待し、調査検討を行

いましたが、その後の財政的な見通しから断念し

た経緯にあります。

先月某社の新聞社説は、原子力エネルギー関連

産業が集積されている下北半島地域の地域特性を

生かすために、当市がこれまで取り組んできた種

々の政策を紹介するとともに、教育研究機関や県

内の産業界における動向などを紹介しながら、今

後の取り組みについては息の長い活動を続け、一

つ一つ実績を積み重ねる必要があり、さらには関

係機関の連携の輪を拡充する必要があると述べら

れているものでありましたが、私といたしまして

も、同様の考えにあります。

ご質問の既存の大学と行政、地元企業、金融機

関の連携による高等教育機関の設置の可能性につ

いてでありますが、地域の特性を生かした地域が

求める人材育成のための高等教育機関の誘致は意

義深いものではありますが、文部科学省の高等教

育に関する方向づけを初め、地元の進学需要、学

生が住まうようなまちづくり、さらには近傍の誘

致状況、大学の経営方針等十分精査する必要もあ

りますので、ご理解賜りたいと存じます。

生涯学習制度につきましては、教育委員会から

答弁をいたします。

次に、環境政策についてのご質問にお答えいた

します。まず、ご質問の第１点目、低炭素社会に

対応する当市における現状についてであります

が、世界的な課題となっております地球温暖化対

策として、低炭素社会をキーワードに、二酸化炭

素削減に取り組むべく地球温暖化対策の推進に関

する法律が制定されております。

市では、平成20年３月にむつ市地球温暖化対策

推進実行計画を策定し、市の事務事業から排出さ

れる温室効果ガスの総排出量を対象とし、平成

24年度までに平成19年度を基準に５％削減を目標

としております その実績は 平成20年度は9.8％。 、

削減しましたが、平成21年度は３％増加となって
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いる状況であります。これらの結果は、市政だよ

りで市民の皆様に速報として広報し、具体的な削

減努力の内容として、お昼休み等の小まめな消灯

と、パソコンの有効活用や必要以外の冷暖房の抑

制などに取り組んでいることをお知らせしており

ます。

議員ご承知のとおり、地球温暖化問題は将来の

人類の存続にかかわる重大な問題であり、地球規

模でその対策に取り組むべき課題であり、むつ下

北は豊かな自然に恵まれた地域であることから、

人と自然が共生するさまざまな取り組みの中で環

境や地球温暖化に対応していきたいと考えており

ます。

まずは、庁舎施設部門での省エネルギー対策を

初め廃棄物の減量化、資源の有効利用、さらには

環境保全に配慮した植林など、二酸化炭素削減に

効果的な取り組みを図っているところでありま

す。

むつ市地球温暖化対策推進実行計画の取り組み

、 。につきましては 担当部長より答弁をいたします

次に、２点目の今後の取り組みについてのご質

問にお答えいたします。要点の第１点目の今後の

対応についてですが、地球規模の温暖化問題の解

決には、いかに排出量を抑制していくかが課題と

なります。排出量を抑えるということは、エネル

ギーの省力化を意味するもので、国では省エネ法

を改正し、エネルギー使用量が一定以上である事

業者には削減努力を義務づけ、平成22年10月には

むつ市も特定事業者として指定を受けておりま

す。

エネルギー削減や温室効果ガス排出抑制の手段

としては、ソフト面とハード面の施策が考えられ

ますが、それぞれに対応した熱消費量の少ない設

備機器の導入や、照明器具のＬＥＤ化などを実施

していきたいと考えております。

また、市の関連施設はもとより、温室効果ガス

削減を市内各事業所への協力要請を初め、地域で

できるもの、家庭でできるものの対策や方法を市

政だより、エフエムアジュール等で市民への協力

や周知徹底、啓蒙普及を図りながら、低炭素社会

に対応すべく地球温暖化防止対策を推進してまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

ご質問の積極的な取り組み計画はあるのかにつ

いては、担当部長からご説明申し上げます。

斗南藩資料展示施設についてのご質問につきま

しては、教育委員会から答弁をいたします。

、 、次に 観光行政と姉妹都市についての第２点目

斗南藩史跡案内掲示物の維持管理についてであり

ます。議員ご承知のとおり、むつ市内の斗南藩ゆ

かりの史跡としては、秩父宮両殿下御成記念碑、

斗南藩士上陸の地など、市内に点在している状況

にあり、現在それらの史跡のそれぞれに案内板を

整備しております。それらの説明板が老朽化しま

すと、斗南藩の歴史にロマンを抱いてお越しにな

った観光客の皆様には期待を裏切ることになりま

す。そのことから、平成19年には観光案内板等書

きかえ事業を実施し、斗南藩関係史跡の５カ所を

含め、市内全域で12カ所をリニューアルしたとこ

。 、 、ろであります とはいえ 呑香稲荷神社のように

場所自体がわかりにくいなど、まだまだ改善の余

地はあるものと考えておりますので、今後とも計

画的にリニューアルをしつつ、整備を図っていき

たいと考えております。

次に、ご質問の第３点目、今後のＰＲについて

でありますが、現在の取り組みを説明いたします

と、まず近くに感恩碑もある尻屋崎灯台を含めた

下北全域の史跡を網羅した斗南藩のリーフレット

を用意しているとともに、私が会長を務めさせて

いただいております下北観光協議会のホームペー

ジ等でＰＲに努めているところであります。

また、当市が支援をしている青森県タクシー協
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会むつ支部が、ことし６月から事業を開始しまし

た駅から観タクンのコースにも斗南藩ゆかりの史

跡コースが設定されております。さらに、ＪＲ東

日本が企画し、下北観光協議会が支援している駅

からハイキング事業においても、去る10月９日に

斗南藩史跡めぐりをテーマとしたハイキングを実

施し、31名の観光客の皆さんにお越しいただきま

した。今後ともあらゆる機会をとらえて、わずか

１年余りの治世ではありましたが、下北に大きな

影響を残した斗南藩のＰＲに努めていきたいと考

えておりますので、議員のご理解、ご協力をお願

いしたいと存じます。

次に、斗南藩140周年以降の取り組みについて

でありますが、議員ご承知のとおり、当市と会津

若松市とは会津藩、斗南藩として歴史的にも深い

つながりがありますことから、昭和59年に姉妹都

市の盟約を締結し、今日まで二十数年にわたり行

政、議会、民間団体などにおいて種々交流事業を

展開してまいったところであります。今年度は、

戊辰戦争に敗れた会津藩士が、時の政府に家名再

興を許され、当市を中心とする斗南の地へ移り住

んだ明治３年から数えてちょうど140年という節

目の年でありますことから、これを記念いたしま

して、市内の商工観光団体等27団体と当市とで構

成するむつ市姉妹都市推進連絡協議会が主催格と

なり、６月12日から13日にかけて斗南藩140年祭

と銘打ち、記念式典や献花式等を盛大に開催いた

したところであります。

その他の記念事業といたしましては、市内の小

学６年生を対象として会津藩調査隊を設置し、応

募された25名の児童全員を会津若松市へ派遣、両

市の関係について学ぶ機会とするとともに、その

成果が式典の一環として披露されたほか、先月に

は戊辰戦争や幕末会津藩の歴史に造詣の深い星亮

一氏を講師にお迎えしての講演会の開催、そして

今月26日のむつ下北第九の会が中心となって開催

される「第九」演奏会における交流事業をもちま

して、協議会が今年度計画した多彩な記念事業が

すべて終了となるものであります。

当市と会津若松市は、姉妹都市盟約締結後、市

、 、 、 、及び議会による相互訪問 教育 文化 スポーツ

産業等さまざまな分野での交流を行ってきたとこ

ろでありますが、現在行われている会津秋まつり

への参加や、みこし祭りの参加受け入れ、観光物

産展への出展などの交流事業につきましては、各

種団体と連携を図りながら継続してまいるととも

に、新たな交流事業の展開も視野に検討を深めて

いきたいと考えております。

一方、ことし９月にはむつ商工会議所と会津若

松商工会議所が友好姉妹提携の契りを結び、より

一層の交流促進を図るなど、姉妹都市としてより

深い活動が芽生え始めております。市といたしま

、 、しても 今年度の記念事業を一過性のものとせず

これまで築き上げてまいりました両市の官民にわ

たるきずなをより強いものとするため、斗南藩士

がこの地に残してくれた数々の偉大な功績や史跡

などを幕末の歴史、斗南藩、姉妹都市会津若松市

という大きな枠組みの中で今後のまちづくりの仕

掛けの中に生かしていくことに努めるとともに、

次代を担う子供たちへもしっかりと伝えていかな

ければならないと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 菊池憲太郎議員の生涯学習

制度にかかわる教育委員会の取り組みの状況につ

いてのご質問にお答えいたします。

教育基本法では、生涯学習の理念として 「国、

民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を

送ることができるよう、その生涯にわたってあら

ゆる機会に、あらゆる場所において学習すること

ができ、その成果を適切に生かすことのできる社
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会の実現が図られなければならない」とされてお

ります。この理念に基づいた教育委員会の高等教

育機関との連携の取り組みを申し上げますと、平

成19年５月にむつ市内及び周辺地域に在住する放

送大学生の利便性向上と地域住民の生涯学習の充

実を図るため、むつ市立図書館内に放送大学青森

学習センターむつ校を開設しておりますほか、弘

前大学と連携し、あおもり県民カレッジの単位認

定及び高校生スキルアッププログラムとして年３

回の講座を開設しております。

弘前大学との連携については、かつて協働的、

創造的教員養成プログラムを実施するため、弘前

大学教育学部下北サテライト校の開設を計画して

おりましたが、国の予算が確保できず断念した経

緯はありますものの、弘前大学教育学部とは連携

に関する協定書を締結しており、今後も十分な支

援を受けながら、生涯学習を推進できるものと考

、 。えておりますので ご理解を賜りたいと存じます

次に、斗南藩資料展示施設についてお答えいた

します。教育委員会では、これまで文化財や歴史

的資料の散逸を防ぐため、多くの民俗資料等の収

集を行ってまいりましたが、現在はその整理、分

類作業を進めているところであります。これらの

資料の活用に当たり、常設展示場については、そ

の必要性を十分認識しており、整理、分類作業が

終わりますと、どのような形で、どのような展示

公開が可能かを検討してまいりたいと考えており

ます。その中の一つとして、議員ご指摘の斗南藩

関連資料につきましても、常設展示を検討してま

いりたいと考えておりますので、ご理解賜りたい

と存じます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 環境政策についての１点

目の低炭素社会に対応する当市における現状につ

いてのむつ市地球温暖化対策推進実行計画につい

て、市長答弁に補足説明させていただきます。

むつ市地球温暖化対策推進実行計画の取り組み

状況でございますけれども、平成20年３月に策定

いたしました目標は、市の事務事業から排出され

る温室効果ガスの総排出量を対象として、平成

24年度までに平成19年度を基準に５％削減を目標

としたものでございます。

基準年度の平成19年度の二酸化炭素排出量は１

万588トンＣＯ 、そういうふうなトンＣＯ とい２ ２

うふうな単位でございますけれども、平成20年度

の排出量は9,548トンＣＯ と9.8％削減となって２

ございました。その内訳は、学校の統廃合、指定

管理者制度への移行に伴う対象施設の除外による

削減が7.2％を占めておりましたので、実質の努

力削減のものについては2.6％でありました。昨

、 、年 平成21年度は１万909トンＣＯ となりまして２

平成19年度比では３％、平成20年度比では14.3％

の増加となっております。増加した要因は、本庁

舎の移転により床面積が2.7倍にふえました。ま

た、それに伴いまして灯油、電気等の使用料が増

加したこと、また新庁舎や他の庁舎施設と合わせ

まして、冬期間の気温低下や多量の降雪に起因し

た排出量の増によるものと考えてございます。

この計画の今後の対応についてでございますけ

れども、エネルギー削減や温室効果ガス排出抑制

の手段として、ソフト面では先ほど市長答弁にあ

りましたとおり、お昼休み等での小まめな消灯、

パソコンの有効活用、必要以外の冷暖房の抑制な

どに引き続き取り組んでいきます。また、ハード

面においては、平成21年度はハイブリッド車５台

を購入したのを初め、平成22年度には木質ペレッ

トを利用するストーブを12台導入してございま

す。

今後の取り組みとしては、熱消費量の少ない設

備、機器の更新導入や、照明器具のＬＥＤ化など

を実施していきたいと考えております。また、国
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・県の温暖化防止対策や省エネ関連施策とあわせ

まして、二酸化炭素削減に努めてまいりたいと考

えてございます。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 次に、環境政策の２

点目、今後の取り組みについて、市長答弁に補足

し、説明をさせていただきます。

風力発電やソーラーパネルなど、自然エネルギ

ーを活用する積極的な取り組み計画はあるか、ハ

ードの設備計画はあるかといった趣旨と受けと

め、お尋ねにお答えをさせていただきます。

市の施設において自然エネルギーを活用したも

のといたしましては、太陽光発電、小型の風力発

電及び太陽熱利用の設備を設置しております大畑

中央保育所がございます このほか 来る12月20日。 、

より教育活動が開始されます第三田名部小学校新

校舎において、太陽光発電設備を備えているとこ

ろであります。現状といたしまして、市の施設で

の自然エネルギー利用施設は、この２施設となっ

てございます。

ハード設備に係る今後の計画につきましては、

現段階での具体的な計画は持ち合わせはしており

ませんが、風力、地熱及び太陽光等の再生可能エ

ネルギーの利用については、地球温暖化対策に係

る国の助成制度等の活用も考慮しながら、既存施

設の改修や設備の更新を行う際には十分に意を用

い、検討してまいりたいと存じますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） ご答弁ありがとうございま

した。

まず初めに、高等教育機関についてお尋ねをさ

せていただくのですけれども、先ほどの市長答弁

では、なかなか設置は困難であるというご答弁を

、 、いただきましたが 市長ご自身の経験からしても

高等教育というのは非常に必要だということは十

二分にご理解されていると思いますけれども、家

庭の事情からなかなか高校にも進めない、またさ

らに多額の費用を要する大学への進学について

は、親御さんの扶養を受けている段階では非常に

困難であるという実情がございます。であったと

しても、仮に自らが職を持ったとき、修学の思い

を抱いたときに、その道が開けてあれば、当市に

おいても非常に貴重な人材確保につながるもので

あると思いますが、それについてちょっとご所見

を賜りたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 高等教育機関というふうな

ものは、これまでもむつ市、私も議員当時、この

場所に大学の設置というふうなプランが浮上いた

、 。しまして さまざま研究もさせていただきました

また、今菊池憲太郎議員お話しのように、その修

学意欲がありながら、さまざまな経済的な状況、

そういうふうなことで断念をするという声も聞か

されております。しかしながら、その部分におい

ては、例えば育英資金制度ですとか、そういうさ

まざまな制度をご利用していただいて、何とかお

子さまたちの夢を果たせるような形で行政として

はバックアップすべきものと、このように私は認

識しております。

ただ一方、大学側からいたしますと、私も積極

的にさまざまな大学のほうに出向いておるわけで

ございますけれども、まず遠隔地であるというこ

と、それから大学自体が非常に経営のことを考え

、 、ているというふうなことがありまして なかなか

はいというふうな部分でいかないというのが現在

の感触であります。さまざま私も仕掛けはしてお

りますけれども、なかなかそれが現実化に向かな

いというふうな歯がゆさもあります。

また、大学自体が、もうほとんど今全入の、特

別な家庭の事情等はあれなのですけれども、進学

状況が大学が受験者すべて受け入れるような、そ



- 75 -

ういうふうな形の中で、大学自体の経営が非常に

懸念される大学もあります。また、実際閉校した

大学もあるというふうなことも聞き及んでおりま

すので、やはり大学側としても、設立する側とし

ても非常にその部分で経営的な部分、これを一番

やはり念頭に置いているというふうなのが現状で

あろうと私は認識をしています。しかしながら、

この部分においては夢を捨てずに何らかの形でさ

まざまな方面からアプローチは必要であると、こ

のように思っています。

また、修学を断念するお子さんがいないような

形の中でバックアップをしていく体制も充実させ

ていく必要があろうと、このように思っておりま

す。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） ぜひとも継続的に検討を重

ねていただきたいと思うわけでございます。

また、生涯学習といいましても、どうしてもリ

タイヤした後に趣味の延長線上といったイメージ

を連想しがちでございます。そうではなくて、よ

り一層知的向上心を持った皆様が修学したいとい

う意欲を満たし、この地域に還元できるようなも

のが必要とされているのだと思いますけれども、

この辺のカリキュラムについてちょっとお尋ねを

させていただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 教育委員会で実施しており

ます生涯学習につきましては、いろいろな部署で

実施しておりまして、例えば生涯学習課におきま

しては、生涯学習フェアでバリアフリーコンサー

トを実施する、それから先ほどお話ししましたよ

うに、あおもり県民カレッジの情報の提供、それ

から放送大学むつ校の情報の提供、そして放課後

子どもプラン推進事業、それから学校支援地域本

部事業、こういうふうなものもしておりますが、

放課後子どもプラン推進事業と申しますのは、子

ども教室において、自然体験とか昔遊びとかニュ

ースポーツなど、または自主的な学習の支援、こ

ういうものをやっていただくわけですが、これは

学校側からしますと学校に対する支援、要するに

子供たちの学習を充実させるためのものというふ

うにとらえることができるわけですが、一方地域

の人たちがこういうものにかかわって、ボランテ

ィアであるとか、子供たちの世話をすることによ

って、それまで生涯学習でやってきたものの成果

を生かして活用するというような側面もあるわけ

でございますので、そういうふうな生涯学習社会

への対応といったようなこともこれから重要にな

っていくのではないかなというふうに思っており

ます。

そのほかに、生涯学習に関するプログラムとし

ましては、下北自然の家でのいろいろな主催事業

であるとか、それから公民館が実施いたします市

民大学であるとか各種の講座、それから地域づく

り講座、それから公民館まつりであるとか、ジュ

ニアリーダー研修会等々実施をしているというと

ころでございます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） やはり高齢者にとってもも

っともっと自分のためになる、もうちょっと社会

に還元できるようなカリキュラムを充実していた

だきたいと思うわけでございます。

それと、先ほど放送大学についてお知らせをい

ただきましたけれども、今現在の利用状況と、ど

ういうような形で運営されているのかをちょっと

お知らせをいただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 放送大学の利用者について

でございますが、現在むつ市の放送大学の登録者

数は20名でございます。下北郡におきましては２

名ということで、およそこの人数がむつ校で学習
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をしているというような状況でございます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 放送大学というのも非常に

有効な手段だとは思うのですけれども、人的交流

が生み出すコネクションの多さ、または太さを比

較した場合に、やはり通常の大学とははかり知れ

ない開きがあると思われるわけでございます。そ

れゆえに、大学や金融機関の周辺には企業が張り

ついて、産業の振興が図られているのではないで

しょうか。その辺のご認識についてお伺いいたし

たいと思います。

〇議長（村中徹也） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 議員ご指摘のとおりであろ

うというふうに思っています。やはり私も今回こ

の利用人数を見まして、せっかくここにこういう

いいものがあるのに利用している方が少ないな

と、どのようにすればこれから利用促進を図れる

のか、検討して取り組んでまいりたいというふう

に思います。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） ぜひともＰＲをしていただ

、 。いて 利用促進を促していただきたいと思います

続いての低炭素社会に対する取り組みでござい

ますが、先ほど木質ペレットストーブの事例がご

ざいました。12台ということでございましたが、

こちらはどの辺に配備されているのかお知らせを

いただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 平成22年度に導入した分

については、12台という答弁をさせていただきま

した。この内訳でございますけれども、釜臥山ス

キー場のセンターハウス、同じくレストハウスに

各２台ずつ、兎沢スキー場に２台、いのししの館

に２台、むつ市陶芸センター、ここに１台、大畑

木材工芸センターに１台、川内の斎場に１台、脇

野沢の斎場に１台の計12台でございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 順次新エネルギーを導入し

ていただきたいわけでございますが、先ほど述べ

たように、この下北半島にこれだけの風車が運転

稼働しているわけでございまして、つまりは風況

は非常によいということにほかならないわけでご

ざいます。ですから、行政自体で取り組むという

ことに対してのリスクは非常に少ないと思うわけ

でございますが、この辺のご認識をお尋ねをさせ

ていただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 風力発電につきましては、

今180基くらいだったでしょうか、下北半島全域

、 、 、で そういうふうな形で まさしく林立している

釜臥山の頂上のほうから見ると、非常に圧倒され

るような風力発電が設置をされているわけでござ

いますけれども、私この職につきまして、新庁舎

の移転の際に、この新エネルギーを利用できない

のかというふうなことで検討させたことがござい

ました。例えば太陽光発電、それから風力発電、

そういうものをこの新庁舎の中で活用できないだ

ろうかというふうに行政自体が取り組むというふ

うなことで研究をさせたことがございました。ま

た、八戸のほうの某大学のほうともさまざま情報

交換しながら検討を加えました。しかし、イニシ

ャルコストが非常に高うございまして、また枠的

に移転の費用と建設費用というふうなことが、非

常に上限アッパーが決められていたような状況が

ございました。そういうふうなことで、イニシャ

ルコストの部分と予算総額の部分、このことで断

念をした経緯がございます。なかなか行政として

取り組むと、その部分には非常に厳しい、コスト

部分で困難な部分が非常に多いというふうに私は

認識しています。しかしながら、そういうふうな
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ことだけではなくて、さまざま本当に小さいこと

からまず始めなければいけませんし、そして先ほ

ど担当部長もお話をしましたけれども、ハイブリ

ッドカーですか、そういうふうな形の導入、それ

から将来的には電気自動車、そういうふうなもの

を私は今プランの中に持っているわけでございま

す。どういう形で電気自動車を導入していくのか

というふうなことも踏まえながら、さまざま展開

をしていきたいと、このように思っております。

なかなか風力発電、その部分については行政と

しては取り組むことは、また先般ＮＨＫの報道だ

ったでしょうか、非常にその部分で困難を来して

いるというふうな自治体も報道されたところがあ

りますので、この部分については非常に難しい問

題があろうと。民間の部分でこの部分を大いに頑

張ってもらいたいと、こういうふうに思っており

ます。

〇議長（村中徹也） ６番。

（ ） 、〇６番 菊池憲太郎 確かに市長ご指摘のとおり

ＮＨＫの放送で自治体が運営している風力発電に

関しては60％赤字という実態が示されておりまし

、 、 、たが ぜひとも事業者並びに学習機関 大学とか

そういった研究機関を通じて、連携を通じながら

進めていただければ先が見えてくるのではないか

なというふうに思います。

自然環境に配慮したまちづくりを大々的に訴え

ていただいて、多くの環境ビジネス、こういった

ものを呼び込むことも今後この地域においては必

要なのではないかと思います。先ほども述べまし

たように、新エネがこれだけ集積している地域は

他に例を見ないわけでございまして、また周辺町

村におくれをとることがないように取り組んでい

ただきたいと思うわけでございます。

続いての観光行政と姉妹都市についてでござい

ますが、私もせんだって市長と同席させていただ

いて、星先生の講演を聞かせていただきました。

その際に、歴史をたどって観光されている戊辰戦

争の研究会の事務局長の方とお会いしたわけでご

ざいますが、その方から実際にお話を聞かせてい

ただいたわけでございます。幕末の人物の足跡や

史実に非常に高い関心を持っておられまして、実

際に登場する人物のお墓に線香を手向けるといっ

たことをなされる、いわゆる歴女と最近では言わ

れている方のようでございますが、その方のご意

見としては、何が足りないのか、どんな印象を持

たれましたかということをお尋ねしたところ、な

かなか史跡が点在していて思うように見ることが

できないと。確かに点在しておりますので、この

辺をやはり集約した形で展示できる施設が求めら

れているということを改めて認識させられたわけ

でございます。

先ほどご説明いただいたとおり、平成19年に秩

父宮両殿下御成記念碑の周辺の標識は改修されて

はいるのですけれども、ご説明にあったとおり呑

香稲荷神社周辺の柴五郎の旧宅のあたりは、非常

に薄暗くて、入り口もわからないような状況でご

ざいます。会津史、斗南史を語るうえで非常に重

要な人物であると思いますので、やはり女性が一

人で探訪できるぐらいの環境には整えていただき

たいと思います。ぜひともその辺を踏まえたうえ

で歴史をクローズアップできるような史跡にして

いただきたいと思います。もっと体系づけて観光

できる整備をしてみれば、ますますこの地域の観

光というものが磨き上げられていくのではないか

と思いますけれども、その辺のご認識についてお

尋ねをさせていただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 歴女のコースとして歩くに

は、柴五郎の旧宅、あそこは史跡表示、そういう

ものも道路際にはございませんし、そういうふう

なところは早く取り組みたいと、このように思い

ます。
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また、集約する必要があるのかないのかという

こと、私は史跡というのはやはり点在をすること

によってまちを歩いてもらうというふうな部分

で、これをやはり旧来あったところにその史跡を

しっかりと保存をしていくというふうな取り組み

が基本的には大切なのではないかと、このように

思います。しかしながら、例えば書だとか掛け軸

だとか、この前は二瓶勝介展、ご寄贈いただいた

二瓶勝介翁の書物が文化財収蔵庫で非常に大きな

発見をいたしたわけでございます。そういうふう

なところは集約をして、市民の皆様方、また歴史

好きな観光客の皆様方にそれをごらんになってい

ただくというふうな施設の大切さは十分私は認識

をしておりますし、これはいつもお話をさせてい

ただいておりますネクスト50に向かっての大きな

整備の課題というふうに認識をいたしておるとこ

ろでございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） やはり斗南藩の歴史という

ものは、物資の乏しい下北半島で生活をしてきた

先人たちの苦労というものを私たち同様に他地域

から来訪された人々にとってはかり知れないもの

であった、そのものを知らしめる手段としても必

要なのではないかというふうに思います。ぜひと

も斗南藩の歴史を色あせることなく語り継がなけ

ればならないと思われますので、どうか行政とし

て手厚く保護、保存に努めていただきたいと思い

ます。

最後に、市長におかれましては、今後ぜひとも

未来志向の観点に立ちまして、市政運営に当たっ

てくださいますようにお願い申し上げまして、私

の質問を閉じさせていただきます。

〇議長（村中徹也） これで、菊池憲太郎議員の質

問を終わります。

昼食のため午後１時20分まで休憩いたします。

午後 零時１４分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎大瀧次男議員

〇議長（村中徹也） 次は、大瀧次男議員の登壇を

求めます。17番大瀧次男議員。

（17番 大瀧次男議員登壇）

〇17番（大瀧次男） 自民クラブ会派の大瀧次男で

ございます。このたびのむつ市議会第206回定例

会において一般質問の機会を与えていただき光栄

、 、に存じておりますが 何せ初めてのことですので

ふなれな点があろうかと思いますが、ご寛容のほ

どお願い申し上げます。

質問に入ります前に一言述べさせていただきま

す。先ほど菊池憲太郎議員からもお話がありまし

たが、12月４日、青森県民の悲願でありました東

北新幹線が青森まで開通いたしました。これから

が青森県の地域おこしの始まりと言ってもよいス

タートを切ったわけですが、ここ下北でもその取

り組み方によって、観光客やビジネス客などの交

流人口をふやす絶好のチャンスでもあります。こ

の大事な時期に、去る８月１日のむつ市議会補欠

選挙において、多くの市民の皆様から温かいご支

援をいただき、市政壇上につかせていただきまし

た。改めて感謝を申し上げます。

これまでの４カ月間の経験で感じたことは、そ

の責務がいかに重いかということであり、身の引

き締まる思いを強くいたしております。私は、議

員として市民皆様の負託にこたえるために同僚議

員各位と協働の精神を持って勇気、決断、実行の

初心を忘れず、市民の声にこたえ、商店街の活性

、 、 、化 景気雇用対策 自衛隊の友好関係の維持促進

地域コミュニティーの再生に誠心誠意努力してま
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いる所存でございますので、今後ともよろしくご

指導のほどお願いを申し上げる次第でございま

す。

それでは、通告に従って質問をしてまいります

ので、市長並びに理事者の皆様には明快、そして

前向きなご答弁をいただきますようお願いいたし

ます。

初めに、雇用に関する質問をさせていただきま

す。少子高齢化が進み人口減少が著しいのは、当

むつ市に限らず全国各地方の共通の悩みになって

おります。特に最近は若年層の県外への流出が目

立ち、高齢化率を高めている傾向にあります。こ

のことは、新規高卒者も含め、地元での就労の場

がなく、以前のように大都市へのあこがれではな

く、職を求めてやむなく転出するケースが多くな

っているのが実情であります。

11月１日現在の住民登録人口は６万4,259人と

なっておりますが、きょう発表になった国勢調査

の結果では６万1,051人となっております。予想

以上の厳しい結果になり、何としても人口減少に

歯どめをかける必要がありますが、そのためには

まず雇用の場が欠かせない要件になっておりま

す。市では、これまでも就労の場を確保するため

に誘致企業の会社に優遇策などを講じてきたこと

は十分に承知いたしております。また、宮下市長

自らが企業誘致に力を入れ、機会があれば各方面

に声をかけ、可能性を探っているとも伺っており

ます。その取り組みについては敬意を表するもの

であり、成果につながることを大いに期待をして

おります。

最近では、毎年新規高卒者の就職が問題になっ

ておりますが、昨年県内の高校卒業者の就職率は

およそ90％で、330人が仕事につけませんでした

が、ことしはもっと厳しく、国際的な対応のため

の外国人の採用、定年退職の延長などで過去５年

間で最も厳しいと言われております。

対応策として青森市では、国の緊急雇用創出対

策事業を活用し、市が給与を全額負担し、市内企

業で１年間働いてもらうことにしております。県

や弘前市でも同様の動きがあるとの報道もありま

す。

最近特に気になるのは、地元に残す両親が高齢

になり、世話をしなければならないとか、リスト

ラに遭って郷里に帰らなければならなくなったと

いう人のお話を聞きますが、帰ってきたものの仕

事が見つからず途方に暮れているという人が多く

なっているとも伺っております。

ハローワークむつによれば、９月の有効求人数

が448名で、有効求職者数が1,022名です。有効求

人倍率は0.44倍で、倍率だけ見れば県内の平均を

上回りますが、管内の８月の新規求職者347名の

うち就職ができたのは88名にとどまります。パー

トでは求職者119名のうち58名だけが仕事につい

ているとのことでもあります。

そこでお尋ねいたします。１点目として、来春

高校卒業者の就職支援策として、青森市同様、緊

急雇用創出対策事業を取り入れ、就労の場を提供

する考えがおありかどうか。

２点目として、これまでに企業誘致に取り組ん

できた結果について、市長の感触と今後の見通し

をお伺いいたします。

３点目として、地元の期待を受けて建設中の使

用済み核燃料中間貯蔵施設完成後、施設及び関連

事業での就労者を何人ぐらいと見込んでいるの

か。ここに市民の期待が大きいものがありますの

、 、で はっきりとした人数が言いがたいのであれば

市長の私見として、期待でも結構ですので、お聞

かせ願いたいと思います。

次に、中心市街地活性化についてお尋ねいたし

。 、ます むつ市のみならず全国的に自家用車の普及

郊外に大型店が展開することにより、歴史ある商

店街の衰退、シャッター街と言われる現象が見ら
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れ、歴史ある街並みがなくなっている実情にあり

ます。国においても、そのまちの歴史ある姿、ア

イデンティティーを復活させるべく、平成10年、

中心市街地における市街地の整備改善及び商業等

の活性化の一体的推進に関する法律、いわゆる中

心市街地活性化法案を制定しておりますが、むつ

市においても平成12年にこの法律に基づいて、田

名部、大湊両地区の中心市街地活性化基本計画を

策定したと聞いておりますが、はっきり申し上げ

て、その成果は上がっているとは思いません。一

部を除いて空き店舗がふえ、空洞化が進んでいる

状況にあります。

さかのぼって中心市街地と言われる商店街を見

れば、商店街を中心に多くの人が住まいをし、経

営者家族もそこに住んでいてにぎわいがありまし

た。今は、車社会になったことから、土地価格の

安い郊外のいわゆる新興住宅街に人は移り住み、

店舗だけが残る空洞化減少が顕著になっておりま

す。青森市の例で見ますと、中心市街地活性化の

取り組みとして、まずそこに住む人を引き戻すた

めに駅前に高齢者でも住めるようなマンションを

建て、人が集まるように公共施設である図書館の

入ったアウガを建て、青森駅前に、ぱ・る・るプ

ラザ青森を日本郵政公社から買収し、老朽化した

市民文化ホールにかえて青森市民ホールを開設、

さらには青森駅構内に市役所の機能の一部を移動

する計画もあったと伺っております。

商業街区の活性化の要件は、１つにはそこに居

住する人をふやすことであり、２つにはそこに人

を集めることであります。住む人をふやすには学

校、病院、歩いて生活用品などの日常の買い物が

できる生活環境が整っていることであり、人を集

めるには公共施設や働く人の多くいる事業所の張

りつけなどが欠かせない要件の一つであります。

そこでお伺いしたいのは、田名部駅前商店街を

中心にした活性化についてでありますが、いろい

ろと批判もありますが、観光施設としてつくられ

たまさかりプラザや来さまい館は、指定管理を受

けた商工会議所の努力により各種のイベントや市

民の集会などに活用され、それなりのにぎわいを

見せておりますものの、肝心の駅前通りの土地活

用では、旧田名部駅、上川町までの線路の跡地、

そして旧ショッピングセンター跡地、ジョルノ跡

地などが空き地のままで、下北交通ターミナルの

建物の老朽化が進み、来さまい館をバスの発着場

として利用していることを考えるならば、これら

の土地の効果的な活用を考える必要があると思わ

れます。

そこで、１点目として、市としても活性化基本

計画にあります駅前跡地を利用したＪＲバス、下

北交通のターミナルの再編整備をどのようにお考

えか。

２点目として、当然土地利用は民間主導による

べきものと考えますが、市として空き地を利用し

た青森市にあるパサージュ広場や八戸市のみろく

横丁のような市民のやる気と企画力を生かすまち

をつくる仕掛け人となる考えはないのか。

３点目として、12月４日には東北新幹線が青森

まで開通いたしました。それに伴って下北半島に

も多くの観光客を誘致する計画が各方面でありま

すが、観光施設としていま一つ魅力に欠ける来さ

まい館の内部施設の見直しと改装の計画はない

か。

以上、３点について市長のご所見をお伺いいた

します。

次に、国土調査についてお尋ねをいたします。

国土調査は、昭和26年制定された国土調査法によ

り地籍調査、土地分類調査、水調査の３つが行わ

れていますが、そのうちの市町村が行う地籍調査

は、公共事業の円滑化、災害時の復旧、課税の公

。 、平性などの目的を持っております 当むつ市では

昭和45年から取りかかり、既に40年を経過してお
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りますが、進捗率は84％と伺っております。全国

では48.9％、青森県では93.9％進んでいるとも伺

っております。登記簿上の土地を現地で確認でき

ない現地確認不能、紛争などがあり境界が決まっ

ていない筆界未定があった場合も成果として認め

られ、次に進むことができるようになっていると

はいえ、どの地域でも何事もなく順調に進んでい

るとは言えず、特に中心部ではほとんどがすんな

りいくとは限らず難航していることは容易に理解

ができます。

そこでお伺いします。この調査は、課税の公平

さを期すために欠かせない重要性を持っておりま

すが、これからの取り組みについて早期完了の策

があるのか。また、完了するのは何年度を見込ん

でいるのか、あわせてお伺いをいたします。

、 。次に 住民サービスについてお尋ねいたします

むつ市は、今少子高齢化、人口減少が進み、この

ままでいくと中心地以外は皆限界集落になりかね

。 、ない状況にあります 65歳以上の高齢化率は25％

また65歳以上の高齢者のみの世帯も24％に達し、

かつて町内、集落ごとにあった商店はほとんどが

なくなり、買い物難民と言われる高齢者がふえて

きております。今は自動車を運転し買い物ができ

る私どもの年代の団塊の世代と言われる定年退職

者も、あと数年で車の運転ができなくなる場面を

考えると、将来どうなるのか、大きな不安に駆ら

れます。市長は、常に市民目線で市政の運営を行

っていることは、おでかけ市長室、出前講座、市

長への手紙や各種の市民行事への積極的な参加で

高く評価をさせていただきます。

そこで、団体組織はさておき、個人を対象とす

る住民サービスについて質問いたします。一つの

例として、南通り地区の近川に住む車のない人が

住民票を必要とした場合、市役所窓口に来なけれ

ばなりませんが バスを利用すると 近川８時35分、 、

の下北交通バスに乗り、９時１分に田名部に着き

。 、 、ます ９時20分 田名部発のＪＲバスに乗りかえ

９時36分に市役所に到着いたします。10分で交付

を受けたとすると、市役所発９時50分に乗り、田

名部着10時６分ですので、下北交通バスの田名部

発10時には間に合いませんので、12時10分のバス

に乗らなければならなくなり、近川到着が12時

34分になります。その所要時間はおよそ４時間、

運賃は往復1,360円かかります。午後からは、近

川１時５分のバスに乗らないと用事を足して帰る

のにバスの便はありません。市庁舎で一般市民を

対象とする会議などがあり、出席したくても車が

、 、なく ３時55分を過ぎれば帰りのバスがないので

参加できないとの声も聞いております。高齢化の

進む居住区からは遠くなって不便になったとの声

のあるのも事実でございます。

そこでお尋ねいたします。現在むつ市では住民

基本台帳カードを発行していますが、住民基本台

帳カードは電子自治体の基礎となっているもの

で、利便性の向上、行政事務の効率化に役立つと

して国が進めているものであります。このカード

を利用することで市町村がどんなサービスをメニ

ューに載せるかで利用度が高まる性格を持ってお

ります。むつ市では、現在図書館カードと公共施

設の利用予約に限定しているようですが、次の３

点についてお尋ねいたします。

これまで発行したカードは、何人分になってい

るのか。

２点目、住民基本台帳カードの発行について、

どのような将来構想を持っているのか。

３点目として、証明書自動交付機を導入するな

どして近くのコンビニやショッピングセンターで

住民票の写しや印鑑証明などの交付を受けられる

サービスを行い、住民負担の軽減を図るべきと考

えますが、市長のご所見をお伺いいたします。

以上で壇上からの質問を終わります。ご答弁に

よっては、再度質問させていただきますので、よ



- 82 -

ろしくご答弁のほどお願いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） むつ市の都市政策及び都市

開発、都市化、この部分で大きなかかわりをお持

ちになって、大きな貢献をなさっておられました

大瀧議員、敬意を表しつつ、またこれまで自らの

企業を通じてさまざまな識見を、この部分におき

まして、今後まちづくりの部分でご提案をご期待

申し上げまして、答弁に移らせていただきます。

管内の雇用対策につきましてお答えをいたしま

す。ご質問の第１点目、新規高等学校卒業者の就

職支援についてでありますが、県内の高校を来春

する卒業する予定の生徒に対する10月末現在の就

職内定状況は、求人数3,244人に対し求職者数は

、 。3,879人で 求人倍率が0.84倍となっております

このうち就職内定者数は1,996人で、就職内定率

が51.5％で、前年同期を1.3ポイント上回ってい

ると公表されたところであります。

また、むつ公共職業安定所によりますむつ市内

の新規高等学校卒業予定者の就職内定状況は、

10月末で就職希望者183人に対し、内定者は130人

で 内定率71.0％となっており 前年同期の53.8％、 、

。 、に対して17.2ポイント上昇しております しかし

厚生労働省青森労働局のコメントとして、県内企

業に求人票の早期提出を呼びかけた結果、例年よ

り提出を前倒しした企業が多く、現在の経済状況

では今後求人が大幅に伸びるとは考えにくく、楽

観視はできないとの報道がされているとおり、引

き続き厳しい雇用情勢にあると考えております。

議員ご質問の新規高等学校卒業予定者の就職支

援策としての緊急雇用創出事業の活用についてで

ありますが、事例として述べられました青森市で

は、商工団体等から推薦を受けた採用見込みのあ

る企業と就職未内定者のマッチングを図り、実務

研修員として企業に受け入れていただくととも

に、スキルアップのための研修会等を実施しなが

ら、平成24年度以降の正規雇用へつなげるという

もので、既存の補助事業であります緊急雇用創出

事業の執行残などを活用し、実施されるものであ

ります。

むつ市では、緊急雇用創出事業全体で平成21年

度から平成22年度末までで159人の雇用創出を図

り、平成23年度では16事業を実施し、68人を雇用

する計画を検討しております。現時点では、既に

緊急雇用創出事業の配分額に余裕なく、新たな補

助事業の採択が見込めない状況ではありますが、

新規高等学校卒業予定者を含めた若年者に対する

雇用対策は、地域の中核として経済や技術、文化

を継承していく人材育成の面からも重要な課題で

あり、今後国の動向等を見きわめながら、機敏に

対応してまいりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

次に、管内の雇用対策についての２点目、企業

誘致の取り組みについてお答えいたします。本市

においては、昭和41年にアツギむつナイロン株式

会社が立地して以来、これまで17社の企業が立地

し、本市の雇用の受け皿として、また本市の経済

の推進役として大いに貢献しているところであり

ます。企業誘致をめぐる環境は、全国的な景気の

低迷や企業の海外への立地展開などの影響や本県

経済の停滞など、厳しい状況が長期化し、最近５

カ年の誘致企業件数は１件の実績にとどまってお

ります。地域経済の活性化と即効性のある雇用機

会の拡大策として企業誘致は、今後ともさらに継

続する必要性があると認識しているところであり

ます。誘致に当たっては、各種優遇制度などの仕

組みを整えることはもちろん、関係者が常に熱意

や誠意に基づいた適切で、しかも迅速な対応をと

ることが重要であると考えており、ことしの３月

には私の同窓のつながりをもとに、関西圏５社を

訪問し、本市のすぐれた地域資源などを強力にア
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ピールしてまいったところであります。また、現

在稼働しております誘致企業６社につきまして

も、意見交換や工場見学を行うなどネットワーク

づくりに努めているところであります。

企業誘致のための具体策といたしましては、平

成20年11月に下北・むつ市経済産業会議の成果と

して取りまとめた「産業振興の芽出しを促し、雇

用の前進を確実に」を戦略キーワードに昨年立ち

上げました元気むつ市応援隊及び下北・むつ市企

業連携協議会との連携を強化しながら、地理的特

性や企業などに賦存する技術、研究機能、人的ネ

ットワークなど、本市のさまざまな地域資源を活

用した企業誘致活動に取り組んでいくとともに、

今後成長する可能性の高い分野であります環境エ

ネルギー系企業や原子力関連企業、ＩＴ関連企業

等を誘致ターゲットとし、地元企業の技術力向上

や受発注取引の拡大につなげてまいりたいと考え

ております。

次に、質問の３点目、中間貯蔵施設の完成後の

雇用の見通しについてでありますが、我が国の原

子力政策においては、原子力発電所から発生する

リサイクル燃料からまだ使えるウラン、プルトニ

ウムを取り出し、原子力発電所で燃料として再利

用する原子燃料サイクルの確立を基本方針として

いるところであります。これら国のエネルギー政

策に沿ってリサイクル燃料貯蔵株式会社は、日本

で初めて原子力発電所の敷地外にリサイクル燃料

を中間貯蔵する会社として、平成17年11月21日、

本市に設立されております。国による厳格な安全

審査を受け、平成22年５月13日にリサイクル燃料

備蓄センターの使用済燃料貯蔵事業許可及び同年

８月27日、貯蔵施設に関する設計及び工事の方法

の認可により８月31日に着工し、平成24年７月の

事業開始を目指しております。

使用済燃料中間貯蔵という新事業の導入は、地

域経済の活性化や雇用の観点からも地元企業の参

入等が望まれているところであります。しかしな

がら、中間貯蔵施設は使用済燃料を再処理工場で

再処理するまでの間一時的に貯蔵管理する鉄筋コ

ンクリートでつくられた頑丈な倉庫のような施設

であり、原子力発電所のように定期的に大規模な

点検、修繕工事を伴うものではないため、大幅に

雇用がふえるという要素は少ないものと認識して

おります。

完成後の地元雇用につながる主な職種といたし

ましては、警備関係が約30名強ということで伺っ

ております。

本年10月には、同社の機材の調達に際し、大手

メーカーの指導のもと、下北地域において今後増

加する原子力関連施設への参入に必要な技術、技

能取得に意欲のある地元企業との橋渡しについて

の依頼がございました。本市としては大変歓迎す

べき話であり、今後関係する地元企業の技術力を

含めてどのような機材、分野で可能性があるのか

検討を進めてまいりたいと考えております。

次に、中心市街地活性化についての１点目、活

性化基本計画のご質問にお答えいたしますが、む

つ市議会第195回定例会における馬場議員にお答

えした内容と多少重複することをお許しくださ

い。

ご質問は、活性化基本計画の概要説明と９年経

過した現在の現状認識ということでございます

が、活性化基本計画の概要説明については、担当

部長より説明をいたします。

９年経過した現在の現状認識につきましては、

むつ商工会議所ＴＭＯとして時節に合わせたソフ

ト事業を中心に取り組んでおり、その効果が徐々

にではありますが、にぎわいという形であらわれ

ているものと考えております。また、むつ商工会

議所には、むつ来さまい館等３施設の管理運営を

、 、お願いしておりますが 主催事業に趣向を凝らし

利用者も当初の予想を上回り、施設整備の所期の
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目的に十二分に貢献いただいていると認識してお

ります。

ご質問の２点目、駅前周辺の空き地対策につい

てのご質問にお答えいたします。ご質問は、民間

では資金力の問題があり、駅前周辺の人通りをふ

やすため、空き地の利活用を図り、市として指導

していくつもりはないかということでございます

が、先ほどご説明申し上げました中心市街地活性

。 、化法が平成18年８月に改正になりました これは

全国自治体の中心市街地の人口や販売額等の減少

がとまらない実情を背景としたもので、国の中心

市街地活性化に対する考え方もそれまでの商店街

振興に偏りがちだった政策から、教育、医療、福

祉などを含む公共公益施設への誘導や町なか居住

の推進など、全般的な都市機能の市街地への集中

により、まち全体のにぎわいの回復を図るといっ

た考え方に変わってきております。

議員ご提案の空き地の利活用を図ることは、ま

ち全体のにぎわいを取り戻す一つの方法でもあり

ますが、その空き地にはそれぞれ土地の所有者が

あるということも含め、各方面にかかわる課題が

ございます。いずれにいたしましても、今後のま

ちづくりにはむつ商工会議所や各商工団体を初め

とする市民の皆様方のご意見を広くちょうだいす

る場が必要であろうと考えております。

ご質問の３点目、観光施設としてのむつ来さま

い館のあり方についてのご質問にお答えいたしま

す。ご質問は、展示物のリニューアルはできない

のか、物品販売はできないのかということでござ

いますが、平成18年供用開始したむつ来さまい館

の展示物は、これまでリニューアルはしておりま

せん。展示物には下北地域をめぐる観光客に、ま

ずこの地域の歴史文化を知っていただこうという

展示物と観光に特化したものがございます。ジオ

ラマ等が配置され、リニューアルしにくいという

面がありますので、短期的には難しいものと考え

ますが、観光部分については変えていく方法も検

討しなければならないと考えております。

物品販売については、建物の建設の際の補助事

業の制約から恒常的な出店は認められておりませ

ん。しかし、建物の性格からして、物品販売があ

っていいと考えられます。今後は、指定管理者で

あるむつ商工会議所とむつ下北観光物産館との兼

ね合いを図りながら検討を進めていきたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、国土調査についてのご質問にお答えいた

します。本市の国土調査事業につきましては、大

瀧議員が述べられたとおり、国土調査法に定める

国土調査の一つである地籍調査事業として実施し

ております。地籍調査とは、土地１筆ごとの所有

者、地番、地目を調査し、境界の位置を測量し、

面積を算出する調査であります。この調査成果で

ある図面と簿冊は法務局に送られ、登記簿が書き

かえられ、新しい地図が備えつけられることにな

ります。土地に関する記録は、法務局において管

理されておりますが、土地の位置や形状等を示す

情報として、法務局に備えつけられている地図は

明治時代の地租改正時につくられた地図をもとに

したものであり、境界や形状が現実とは異なって

いる場合が多くあるのが現状であります。これら

不明確な境界を地権者等の現地立ち会いにより確

認していただき、最新の機器を用いて精度の高い

測量により位置を特定、面積を算定し、成果とす

るものであります。

この成果につきましては、さまざまな行政事務

の基礎資料として使用され、行政コストの削減、

、 、災害復旧の円滑化 境界紛争等のトラブルの防止

課税の適正化等に資するものであります。

現在の地籍調査事業につきましては、国土調査

促進特別措置法の規定により平成22年度を初年度

とする第６次国土調査事業十箇年計画により実施

しておりますが、本計画内での完了は見込めない
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ものであり、さらに十数年を要するものと思われ

ます。したがいまして、議員ご質問の完了見込み

年度につきましては、現計画を含めて今後二十数

年を要する見込みであります。

また、早期完了への方策はないかとのご質問で

ございますが、議員ご指摘のとおり、本事業は各

種公共事業での利活用や課税の公平化のためにも

重要なものと認識しておりますが、早期の完了の

ためには今後の実施体制や財政面、また新たな手

法をも検討していく必要があると考えておりま

す。

今後は、関係部局とも協議を行いながら、早期

の完了を目指し、事業遂行に努めてまいりたいと

考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

詳細につきましては、担当部長より答弁いたし

ます。

、 、次に 住民サービスについてのご質問の１点目

住民基本台帳カードの発行数につきましては、民

生部長から答弁いたします。

また、ご質問の３点目、証明書自動交付機の導

入につきましては、総務政策部長から答弁をいた

します。

次に、ご質問の２点目、住民基本台帳カードの

将来構想についてのお尋ねでございますが、住民

基本台帳カードは本人確認のほか、税の確定申告

に利用でき、また市町村が条例で定めることで各

自治体独自のサービスを受けることが可能となり

ます。ただし、本人確認については個々人の意思

により、写真つきと写真がつかない２種類の住民

基本台帳カードが選択できますが、写真つきの住

民基本台帳カードが身分証明書の条件となりま

す。

住民基本台帳カードの独自サービスは、全国で

160自治体が実施しております。当市では、これ

までむつ下北情報ネットワークシステム運営協議

会の構成町村である横浜町、風間浦村、佐井村と

共同で利用できる公共施設予約サービスと図書館

カードサービスの２つを提供しておりますが、申

請書自動作成サービスを新たに追加するため、む

つ市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一

部を改正する条例を本定例会に議案として提出し

ているところであります。

住民基本台帳カードにつきましては、国の政策

として進められているものでありますが、カード

のさらなる利便性を高めるため、平成24年７月を

目途に、転出時に失効しないための仕様変更が予

定されておりますし、健康保険証や介護保険証な

どとの一体化についても検討がなされていると伺

っております。市では、平成24年度を目途に住民

情報基幹システムの更新を予定しているところで

ありますので、これに合わせ、どのようなサービ

スを付加していけるのか等を検討してまいりたい

と考えております。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

（ ） 、〇経済部長 櫛引恒久 活性化基本計画について

市長答弁に補足説明させていただきます。

市の中心市街地活性化基本計画は、平成13年

10月に全国的にも数少ない田名部地区と大湊地区

の２地区を中心市街地活性化区域として策定した

ものであります。基本計画では、主に市や県が中

心となって実施する市街地整備改善のための事業

と、主に商業者が中心となって実施する商業等の

活性化のための事業の２つの事業を大きな柱と

し、中心市街地の活性化を図るための基本施策に

ついて示したものであります。

この基本計画に基づき平成16年３月には主に商

業者が中心となって実施する商業等の活性化のた

めの事業をより具体化し、さまざまな主体が参加

するまちづくりを横断的かつ総合的に調整、プロ

デュースするまちづくり機関をむつ商工会議所Ｔ

ＭＯとして位置づけたＴＭＯ構想を認定したとこ
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ろであります。以来、計画策定から９年経過した

わけですが、むつ商工会議所ではフラワーポット

設置事業やイルミネーション事業、年末合同大売

り出し事業などといった時節に合わせたソフト事

業を中心に取り組んでおります。

一方、行政が中心となって整備する市街地整備

改善のための事業では、田名部地区においては平

成18年４月供用開始になりましたむつ来さまい館

を整備しており、供用開始に合わせ、指定管理者

制度を導入し、むつ商工会議所が指定管理者とし

て既存のむつ下北観光物産館及びイベント広場を

含め施設の管理運営に当たっております。

大湊地区では、流雪溝の整備のほか、やすらぎ

の海辺公園整備としてエコ・コースト事業や、海

浜道路の整備として港整備交付金事業を青森県が

事業主体ではありますが、実施しております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） 国土調査につきましての

ご質問に対しまして、市長答弁に補足説明をさせ

ていただきます。

本市の地籍調査の実施状況についてであります

が、大畑地区、川内地区及び脇野沢地区におきま

しては、平成17年の合併以前に地籍調査を終えて

おります。現在調査を行っておりますものは、む

つ地区であります。むつ地区につきましては、昭

和45年度に調査を開始し、まず山村部から調査を

進め、現在は市街地の調査を行っておりますが、

調査を必要とする面積は151.7平方キロメートル

で、このうち平成21年度末までに127.57平方キロ

メートルを調査済みであります。進捗率は84.1％

となっております。

今年度は、小川町１丁目の一部のほか481筆、

0.13平方キロメートルを調査いたしております。

第６次国土調査事業十箇年計画における来年度以

降の調査面積につきましては、市街地については

今年度と同程度の調査面積を平成31年度まで継続

して調査をすることとしておりますが、平成26年

度から平成31年度までは、さらに山林部分をも追

加し調査する計画となっております。計画どおり

に完了いたしますと、調査済み面積が147.37平方

キロメートル、進捗率が97.1％となる予定であり

ます。残りの調査区域はおおむね田名部地区の市

街地となりますが、１筆ごとの土地の面積が小さ

いことや、権利関係が複雑で境界確認に困難を伴

うことが予想されます。今後事業進捗に当たって

、 、は 職員の確保が極めて厳しい現状を考慮すれば

可能な限り外部委託により行うことが必要と考え

ております。したがいまして、現在測量に係る部

分のみを委託しておりますが、職員が行っている

現地立ち会いをも含めた包括的な委託について県

の指導を仰ぐとともに、他市の実施状況を参考と

しまして検討してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） ご質問の第４点目の住民

サービスについての住民基本台帳カードの発行人

数について市長答弁に補足説明させていただきま

す。

平成15年８月25日に開始されて以来、平成22年

11月末現在で延べ2,529人に発行しております。

その内訳の主なものとして むつ市では従来500円、

かかっておりました交付手数料を平成20年10月か

ら平成23年３月まで、カードの普及を図るため無

料としておりますことから、平成20年度から交付

枚数が増加いたしておりまして、本年11月末まで

の約２年間で1,818人に交付しております。中で

も65歳以上に対しては市で写真を撮影するサービ

スを提供していることから交付割合が高く、延べ

744人で、取得者の約41％となってございます。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。
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〇総務政策部長（阿部 昇） 住民サービスについ

ての３点目、証明書自動交付機の導入について、

市長答弁に補足説明をさせていただきます。

国では、今年度からコンビニエンスストアで住

民票の写し、印鑑登録証明書の自動交付が可能な

システムを提供してございますが、これまで関東

地域の区や市の数自治体のみがサービスを開始し

ております。コンビニエンスストアでの交付につ

きましては、音声案内などによる誤操作防止対策

つきプリンター等、特殊システムが必要というこ

とでありますが、今年度末までには全国で36自治

体が開始する予定とのことでございます。

青森県内では、証明書等の自動交付に対応でき

るコンビニエンスストアがないということで、現

状ではコンビニエンスストアでの交付はできない

という状況になってございます。

一方、公共施設における県内他自治体の設置状

況を見ますと、青森市において市役所本庁舎と佃

地区にある元気プラザに設置しているのみで、そ

の他の自治体においては証明書自動交付機を導入

しているところはございません。

証明書自動交付機は、その管理にさまざまな条

件がありますものの、窓口において申請受け付け

を行わないで交付できることにより、市民の方々

が身近な場所で迅速に住民票等の交付サービスを

受けることができますことから、市といたしまし

ても、これまでにシステムの構築費用や費用対効

果等について検討を行った経緯がありますが、今

現在導入には至っておりません。

しかしながら、証明書自動交付機の導入は、市

民サービスの向上、窓口業務の効率化という観点

からも、社会環境の変化等を考慮しながら、今後

ともその導入に係る検討を継続してまいりたいと

考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（大瀧次男） 前向きな、そして新人議員と

いうことで、まことに丁寧なご答弁ありがとうご

ざいました。

１点目の雇用についてお尋ねいたしますけれど

も、先ほどの緊急雇用創出対策事業、わかりまし

たけれども、10月から３年間延長になりました。

雇い入れた人数によって事業主に一定額助成する

という地域求職者雇用奨励金、これは青森県でこ

の制度を活用して県南、下北地方の全21町村で

700人の雇用を創出するという報道がありました

けれども、むつ市ではこの制度でどのぐらいの雇

用を見込んでおるのか、ちょっとお尋ねをいたし

たいと思います。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 当該奨励金の事業につき

ましては、ハローワーク等々を通じまして、各事

業所等に通知はされてございますが、現段階でこ

の奨励金を受領してまで雇用を継続するといった

動きは見られてございません。逆に一時解雇とい

いますか、その方向で検討している会社もあると

いうふうに伺ってございます。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（大瀧次男） 解雇ということは、この制度

を使って雇い入れるのでなく、逆に使わないで解

。 、 、雇すると では こういう制度はまだ来ていない

わからないということですか。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 制度の通知はされており

ますが、奨励金をいただきましても、事業主自体

の負担がございますので、その部分で事業主が負

担できないという状況にあるというふうに事例と

して伺ってございます。

〇議長（村中徹也） 17番。

（ ） 、〇17番 大瀧次男 それともう一つですけれども

管内で唯一求人が求職者よりも多い職種がござい

ます。介護関係の職業ですけれども、この職種に
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つくのにはホームヘルパーの資格が必要になるわ

けですけれども、この資格取得には大手の企業の

講習を３カ月から６カ月、そして受講料が10万円

ぐらい費用がかかりますけれども、この受講料に

対しての補助制度とか、また市独自での支援策と

、 。いうものがないか ちょっとお尋ねをいたしたい

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） ヘルパー等の受講に

対しての補助金等はあると伺っておりました。そ

れで、何人くらい使っているのかは、ちょっと今

数字はつかんでおりません。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（大瀧次男） そのあるというのは、どうい

う補助制度ですか。国の補助ですか。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） ちょっと今資料を持

ってきていないものですから、後でお届けしたい

と思います。よろしいでしょうか。済みません。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（大瀧次男） 次に、企業誘致の件でちょっ

とお伺いいたします。

実は、25年ぐらい前ですが、ある大手の時計メ

ーカーがむつ市にデジタル時計の工場を立地した

いというお話がありました。立地の場所の条件と

して、アツギナイロンの近辺ということでした。

その理由は、当時アツギナイロンに昼間部の定時

制高校がありまして、そこに若い社員を一緒に入

学させたいのだということであり、市役所に相談

に行ったようですけれども、アツギナイロンの近

辺は都市計画上工場立地できないということで、

連れて行かれたのが一里小屋の工業団地というこ

。 、とだったようです 条件が合わないということで

この件はだめになりましたが、現在この会社は岩

手県の北上市で800人を雇用し、操業をしており

ます。

そこでお尋ねをしたいのですけれども、むつ市

の工業専用地域は通勤に不便な点、そして海岸の

近くにありますので、業種によっては塩害のおそ

れがあると。企業側から立地場所に対して、そこ

でなく別な場所というような形があったときには

柔軟な対応ができるかどうかということをお尋ね

いたしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） 都市計画の用途地域の関

係のご質問でございますけれども、基本的には都

市計画用途地域それぞれ建てられる建物の制限が

ございまして、工場であればそれなりの場所とい

うのが、工業系の用途の中で建てられますよとい

うものがあるわけでございますけれども、それが

基本でございます。

ただ、そういう具体の案が出ました際に、そう

いうものをこの辺ではどうかということにつきま

しては、都市計画法の中で地区計画というものを

つくっていただいてご提案をしていただくという

手法がございます。ただし、それはかなり精査さ

れるものでございまして、周辺の環境とか、工場

でございますので、それなりの環境に配慮したの

、 、かどうなのか 排水はどうなのかといろんな形で

周りの環境が例えば第１種低層であれば、それは

かなり面倒だよとか、そういう部分ではご協議を

いただくということになろうかと思います。白地

の地域、都市計画の用途地域以外の設定されてい

ないところであれば、それなりに可能な部分もご

ざいますので、そういう具体のものであれば、ご

相談いただくということになろうかと思います。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 17番。

〇17番（大瀧次男） 企業というのは非常にわがま

まなものでございます。そういう形の中で、今土

地を提供しますよ、工場を建ててあげますよ、税

金は取りません、なおかつお金も上げますと言わ

なければなかなか来ないところもあります。でき
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ればそういう形の中で、今こういう状況の中、そ

ういう企業が来たときにはいろいろと対応をして

いただきたいと、このように希望いたします。

それと最後に、先ほど市長のほうからお話があ

りましたが、同窓の方を企業誘致に歩いています

ということがありましたけれども、やはり企業誘

致、トップセールスが一番でございます。私も調

べてきました。市長の一番環境がいいところで出

、 。身学校の卒業生 １部上場企業で240名おります

。 、 、 、 、同じ年代が40名 一流の商社 流通 電気 ガス

交通、出版、広告、すべて日本を代表する一流企

業ばかりですので、そういう方面から可能性を探

ってみるのも一つの手ではないでしょうか。今後

市長の大いなる活動を期待申し上げます。

では、時間のようですので、最後国土調査につ

いてです。先ほどの話ですと、平成31年から、な

おかつ20年ぐらいかかるということでしたけれど

も、平成31年以降の計画、ひとつ早目に実現して

努力していただきたいと。

以上で質問を終わります。ありがとうございま

した。

〇議長（村中徹也） これで、大瀧次男議員の質問

を終わります。

午後２時35分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時２０分 休憩

午後 ２時３５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎村川壽司議員

〇議長（村中徹也） 次は、村川壽司議員の登壇を

求めます。24番村川壽司議員。

（24番 村川壽司議員登壇）

〇24番（村川壽司） スポーツを愛し、子供の未来

を考える男をモットーに日々頑張っております、

むつ未来の村川壽司です。

ことしのスポーツ大会の結果は、例年にも増し

てすばらしく、子供たちを初め一般の皆さんの活

躍にも目をみはるものがありました。さらに、来

年３月に行われる小学生の全国駅伝大会に青森県

代表として出場するむつ陸上クラブチームの上位

入賞の可能性も期待され、今から楽しみにしてお

ります。むつ市民の皆さんの応援がさらに選手の

皆さんの力をバックアップするものと確信してお

ります。むつ市民の皆さんのさらなる応援を期待

しております。

、 。それでは 最初に道路事情について質問します

まず第１番目に、宇曽利川地区の道路完成の見通

しについてお尋ねします 「宇曽利工区の早期完。

成 住民の力で促進しよう 宇曽利工区早期完成

促進協議会」という看板が数年前から宇曽利川入

り口に立てられています。この看板の内容が現状

ではどこまで進捗しているのでしょうか。

現在大湊中学校の下の道路と大湊高校からおり

てくる道路の交差点の大湊中学校寄りの道路が拡

幅されていますが、以前あったガードレールをそ

のままの状態にして、それを撤去しないで車のス

ピードを落とすために、安全対策として、そのガ

ードレールを残すとのことでした。しかし、その

交差点に一時停止の標識、または信号などを設置

することによってカバーし、せっかく広くした道

路なので、ガードレールを撤去して有効に使いた

いものです。ここ数年間で変化が見られるところ

は、そこだけでしょうか。

また、この工区の土地の買収交渉についてです

が、地主さんとの交渉が難しいとか、地主さんが

地元にいないとか、行方不明とかで、同意書の印

鑑がなかなかもらえないで大変苦労しているとの

ことでした。大湊新町方面から見ると、大湊中学

校下の道路の今の拡幅部分以外何も変化が見られ
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ないのはとても残念なことです。あとどのくらい

で見通しが立つのでしょうか。今後の進捗計画を

お知らせください。

次に、２番目の下北半島縦貫道路の完成の見通

しについてお尋ねします。これも宇曽利地区道路

と同様にどのくらいで見通しが立つものでしょう

か。過日全員協議会で市長がお話しになった横浜

町の問題として取り上げられてきたのが、計画路

線から繁華街が遠いということで、いま一度アン

ケートをとったり懇談会を開催していくとのこと

で、ますます見通しが立たなくなるのではないで

しょうか。むつ側で着々と工事の音が聞こえ、作

業の様子も見えています。青森県の事業です。予

算配分が少なくなれば大変なことになります。む

つ市当局も県に協力し、一日も早く完成するよう

全力で努力するとともに、関係者の方々に協力し

てもらえるよう早急に働きかけてほしいもので

す。せっかく新幹線が青森まで開通し、皆さんが

喜んでいるとき、むつ市民、また下北の人々だけ

がその恩恵を受けられないというのではまことに

残念なことです。さらには、数年後、この新幹線

も北海道へ行ってしまうのかと考えると、複雑な

心境です。

３番目に、生活道路の整備、未整備の決定の理

由は何かについてお尋ねします。通称品ノ木、正

式には大字田名部上道と山田町内会に入っている

荒川町町内会の一部と文京町町内会の一部との道

路の比較をしてみます。通称品ノ木道路と言われ

る道路の一部は、33年くらい前に舗装道路として

、 。完成し 周辺の人々に大変喜ばれていたそうです

しかし、ここ何年間は非常に荒れた状態で、でこ

ぼこ道路です。その周辺の道路も舗装されていま

せんが、砂利とかでカバーされています。そこの

地区の住民は、生活道路として利用しております

ので、一日も早く完全舗装していただけないかと

願っております。

一方、山田町町内会の一部と町内会に入ってい

る文京町、荒川町の一部の人たちが使用している

生活道路は非常によく整備され、緑に囲まれ周辺

も静かです。双方を比べると、道路の格差が不平

等過ぎるのではないかと思います。他の地域にも

あると思いますので、このような格差解消を急い

でいただきたいと願っております。

次に、冬の除排雪についてお伺いします。釜臥

山の頂上も白くなり、平地にも間もなく雪の季節

。 、 、がやってきます 市長さんの 山にだけ雪が降り

スキーを満喫でき、里には雪が降らないようにと

願っていますとの常日ごろのお話に私も同感して

おります。しかし、積雪の時期が間もなくやって

きます。松森町、旧つつじケ丘の除排雪ですが、

本通りイコールつつじケ丘通りでは毎年除排雪で

苦情が出ています。車のすれ違いが難しいほど小

・中学生の通学時には非常に危険を感じる状態で

す。この通りには雪の捨て場がなく、歩道に除雪

するしか方法がありません。そこでたまった雪を

即刻排雪しないと、車の通りや小・中学生の通学

に困難を来すわけです。反面、つつじケ丘通りの

両側にはそれぞれの道路があり、その道路はきれ

いに除雪され、雪を積み上げる場所もあり、状況

を見て排雪もなされ、快適に過ごしている地区も

あります。ぜひこの難題を解決してあげてほしい

ものです。

最後に、命のとうとさについてもっと呼びかけ

ようについてお尋ねします。まず、子供たちがみ

ずからの命を絶たないためのむつ市の対策につい

てお聞きします。今日全国至るところで、幼児、

小学生、また中学生が自ら命を絶つとか殺された

とかという恐ろしいニュースが報道されていま

す。幸いむつ市には、このような事例は今のとこ

ろありませんが、安心してはいられません。12月

７日の新聞紙上にも児童虐待対応業務についての

記事が掲載されていました。
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先日むつ市にあります児童相談所に出向いて、

いろいろなお話をお伺いいたしました。それによ

りますと、驚いたことに、虐待による相談が平成

21年度の１年間で64件あったそうです。これも倍

率からいけば、青森市、八戸市の３倍ということ

で大変驚きました。虐待を受けている子供は、主

に年齢の低い子、保育園の子、知的障害の子、言

葉に障害を持つ子だそうです。さらに、養育を放

棄している親も見られるそうです。児童委員、民

、 、 、生委員 むつ市の職員の方々 また学校の先生方

大変でしょうが、援助の手を差し伸べていきまし

ょう。さらに、むつ市の宝である子供たちが、皆

明るく元気に育つように、そしてその権利を守っ

てやれるよう市民一丸となって頑張りましょう。

次に、中高年者の死因の一因として挙げられて

いる自ら命を絶つことに対するむつ市の対策につ

いてお尋ねします。最近お悔やみ欄を見ると、

30代、40代、50代で、まだまだこれから頑張らな

ければならないという方の名前が載り、非常に気

にかかっています。それで、情報によれば、自ら

の命を絶つということを耳にします。その原因は

さまざまあると思います。しかし、その中でも周

囲の努力や配慮によって救われることもあるので

はないでしょうか。絶対選んではいけない最後の

手段を選ぶ前に我々でできることはないでしょう

か。特に経済の不況による生活の困窮、仕事先が

ないなどの理由も挙げられているそうですが、ど

うにかならないでしょうか。このようなことで命

を絶つことは絶対避けたいものです。行政の力で

何とかならないものでしょうか。

以上、壇上からの質問を終わります。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 村川議員の道路事情につい

てのご質問にお答えいたします。

１点目の宇曽利川地区の道路完成の見通しにつ

いてとのご質問でありますが、国道338号むつバ

イパスは、議員ご承知のとおり柳町３丁目から桜

木町までの総延長11.4キロメートルで、この路線

は都市計画道路柳町桜木町線でもありますが、昭

和50年から事業に着手し、このうち柳町３丁目か

、ら大湊浜町まで6.5キロメートルに関しましては

むつ工区及び大湊Ⅰ期工区として平成12年度まで

、 。 、に完成し 供用しております 平成６年度からは

大湊中学校前の1.2キロメートルが宇曽利工区と

して事業に着手され、平成19年度に完成しており

ます。大湊浜町から市道スキー場線までの2.6キ

ロメートルと桜木町側のむつリハビリテーション

病院から大湊造修補給所までの1.1キロメートル

の合わせて3.7キロメートルを大湊Ⅱ期工区とし

て宇曽利工区の完成に引き続き平成20年度より整

備を進めております。

大湊Ⅱ期工区の進捗状況につきましては、平成

20年度は路線測量、地質調査、詳細設計、事業説

明会を行っており、平成21年度は大湊浜町側の用

地測量、工事説明会、用地説明会を行っておりま

す。

今年度の事業内容といたしまして、大湊浜町側

は186筆のうち20筆の用地買収及び112件のうちの

６件の補償を行っており、桜木町側は去る10月

19日に工事説明会を行い、用地測量を実施してお

ります。

今後の事業計画としまして、平成23年度以降は

大湊浜町側で埋蔵文化財調査を行うとともに、全

事業区間の用地買収、家屋補償等を行いながら、

可能な箇所から工事を進めていき、平成26年度の

供用開始を目指していると聞いております。

また、現在桜木町のむつリハビリテーション病

院下側にある交差点の大湊中学校側が狭くなって

おりますが、これは交差点の一方だけが広いと事

故が起こる可能性が高いため、暫定的に安全の確

保のためにガードレールを設置して、あえて道路
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幅員を狭めており、供用開始時には計画幅と同様

な広さになると伺っております。

いずれにいたしましても、この事業を進めるに

当たり、大きなウエートを占める地権者との用地

交渉の推移に加え、道路財源の見通しが明確でな

く、予断を許さない状況にありますことから、市

といたしましても、今後とも関係機関に対し強力

に要望活動を進めて、平成26年度の供用開始を目

指したいと考えておりますので、ご理解賜りたい

と存じます。

次に、道路事情についてのご質問の２点目、下

北半島縦貫道路完成の見通しについてでありま

す。このことにつきましては、第202回、第205回

定例会において同様の趣旨でご質問があったとこ

ろであり、重複する部分がありますことをご了承

いただきたいと存じます。

村川議員ご承知のとおり、地域高規格道路下北

半島縦貫道路の整備促進について、その必要性、

重要性についてはこれまでもご説明申し上げたと

、 、 、ころでありますが 地域間交流の拡大促進 産業

観光の振興及び活性化、救急医療ネットワークの

向上、国家エネルギープロジェクトの支援などの

役割を担う、当地域にとりまして必要かつ極めて

重要な路線であります。

まず、事業概要でありますが、当路線は現在野

辺地バイパス及び有戸バイパス合わせて13.2キロ

メートルが供用されており、むつ南バイパス、有

戸北バイパス及び吹越バイパスの３工区21.3キロ

メートルにおいて整備が進められております。実

施主体であります青森県からの情報によります

と、むつ市田名部から奥内間のむつ南バイパス

9.2キロメートルにつきましては、昨年度までに

仮称ではありますが、新田名部川橋の下部工を完

了し、本年度は用地取得及び地盤改良工事を進め

ているとのことであります。むつ市以外の整備区

間の本年度の事業概要につきましては、横浜町吹

越から六ヶ所村尾駮間の吹越バイパス5.8キロメ

ートルにつきましては、測量設計を進めるととも

に、用地取得に着手しているとのことであり、六

ヶ所村尾駮から野辺地町向田間の有戸北バイパス

6.3キロメートルにつきましては、野辺地北イン

ターチェンジで接続する県道のつけ加え工事を完

了し、現在改良工事等を進めているとのことであ

ります。

なお、県は下北半島縦貫道路の本年度の整備予

算につきまして、前年度並みの整備事業費を確保

しているとのことであります。

今後の完成見通しについては、有戸北バイパス

は平成20年代中ごろの完成を目指しているとのこ

とでありますが、整備中でありますむつ南バイパ

ス、吹越バイパスを含めた下北半島縦貫道路全線

開通のそれは、現段階で示すことはかなわない状

況にあると伺っております。

次に、下北半島縦貫道路概略計画ＰＩプロジェ

クトの概要についてのお尋ねでありますが、去る

10月20日、事業主体であります県は、未着手とな

っていたむつ市―横浜町間の約20キロメートルに

ついて、パブリックインボルブメント（ＰＩ）を

導入し、概略計画を策定することを発表したとこ

ろであります。これは、今後下北半島縦貫道路の

整備を効率的、効果的に進めるためには、その計

画の策定過程において整備のあり方などを含めて

住民と十分にコミュニケーションを図ることが重

要であるという認識のもと、これまで行政が主導

で計画をつくってきた手法とは異なる地域住民や

道路利用者などを計画の検討段階から巻き込んで

いく手法、いわゆる市民参画とも言われるパブリ

ックインボルブメントを青森県として初めて取り

入れたものであります。

概略計画とは、おおむねのルートや基本的な道

路構造、車線数や設計速度など整備方針を決定す

る計画であり、基本的な事項を定めるものであり
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ます。概略計画の策定に当たっては、沿道住民や

地域経済界などの代表の方々から幅広く意見を聞

くための地域懇談会を設置し、第１回地域懇談会

を去る11月７日、横浜町において開催したほか、

現在沿道住民や道路利用者へのアンケート調査を

実施中であります。

今後の予定といたしましては、道路利用にかか

わりの深い物流、交通事業者、医療、農林水産の

各関係団体や企業からのヒアリング調査を行うほ

、 、か 地域懇談会を来年８月までに３回程度開催し

地域懇談会での意見等を反映させながら、来年

10月を目途に計画決定をする方針となっておりま

す。

地域懇談会の状況を考えると、完成がさらに遅

くなるのではないかと懸念されておりますが、整

備のあり方につきましては、参加者からさまざま

なご意見がありましたが、下北半島縦貫道路の必

要性につきましては、真に必要であるとの認識の

もと、整備促進、全線開通を望むとする意見で一

致しております。

むつ市―横浜町間は、これまで長年未着手状態

であったものから概略計画策定の検討が始まった

ということでありますので、これまでの要望活動

の成果として一歩前進したものと受けとめており

ますが、今後においても官民連携のもと、早期全

線開通へ向け、より強く要望活動を展開してまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

次に、３点目の生活道路の整備、未整備の決定

理由は何かとのご質問でありますが、砂利道の整

備につきましては、各町内会より要望いただき、

、 、道路の所有者や排水先の状況 土地の境界の確定

利用状況などを調査し、優先度を定め、年次計画

を作成して整備を進めており、財政状況を勘案し

ながら、優先度の高い箇所より順次整備しており

ます。

松森町地区は、認定市道であり、延長も長い路

線となっておりますので、整備区間を区切り整備

を進めているところであります。しかしながら、

議員ご指摘の品ノ木地区の路線は私道路線となっ

ており、市では整備のできない路線となっており

ます。私道につきましては、所有者が道路管理責

任者となっておりますので、舗装などの整備は所

有者が行うことになっております。

市では、現在利用されている生活道路の整備着

手までの間は、地域の皆様が安全で快適な利用が

できるよう、予算の範囲内で除雪や砂利敷を行っ

ており、維持管理のお手伝いをさせていただいて

おります。

このような状況を解消するため、市では公衆用

道路用地の寄附による取得及び市道路線認定基準

要綱を定めており、利用度が高いもので整備が完

了した路線について寄附を受けることとしており

ます。また、市道整備に要する経費について、町

内会及び地域住民で組織する団体に補助金を交付

するむつ市私道整備補助金制度も定めており、利

用していただきたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

２点目の冬の除排雪についてのご質問にお答え

します。同じ町内でも除雪が丁寧なところとそう

でないところがあるのはなぜかとのご質問につい

てでありますが、これにつきましては、道路幅員

や堆積場所の有無による違い、除雪車両の種類や

重機の大きさの違い、道路に面している建物、構

造物による違い、そしてオペレーターの熟練度に

よる違いなどさまざまな要因が考えられます。い

ずれにいたしましても、何らかの工夫、除雪回数

をふやす等により解決できるものについては解決

し、冬期間の雪対策に取り組んでまいりたいと考

えておりますので、ご理解いただきたいと存じま

す。

次に、命のとうとさについてもっと呼びかけよ



- 94 -

うのご質問の第１点目、子供たちが自らの命を絶

たないためのむつ市の対策についてのご質問にお

答えします。本市といたしましては、かけがえの

ない命の大切さの周知はもとより、保護者の育児

不安や虐待等に起因するような問題に早期に対応

するため、必要な指導及び援助のための相談体制

の充実を図っております。また、子供たちの命と

権利を守るため、関係機関との連携を密にしなが

ら、包括的な家族支援と心の健康づくり対策を推

進してまいりたいと考えております。

なお、細部につきましては、担当部長より答弁

いたします。

次に、命のとうとさについてもっと呼びかけよ

うのご質問の第２点目、中高年の死因の一因とし

て挙げられている自らの命を絶つことに対するむ

つ市の対策についてのご質問にお答えいたしま

す。むつ市の自殺者は、人口動態調査によります

と、平成19年は18人、平成20年は22人、平成21年

は25人と増加傾向にあり、性別では男性が年齢別

では中高年の比率が高い状況にあります。また、

平成21年の人口10万人当たりの自殺者は、全国で

24.4人、青森県が34.5人、むつ市は38.6人となっ

ており、全国ワースト２位の青森県より高い数字

となっております。

このような現状から、むつ市では健康むつ21の

重点健康課題として自殺問題を取り上げ、各町内

で心の健康づくりをテーマに健康教室を随時開催

し、草の根的に自殺予防に取り組んでいるところ

であります。また、平成21年度から国の自殺対策

緊急強化対策交付金を活用し、自殺予防に係る講

演会の開催及びリーフレットの作成等を実施し、

今年度は「支えあおうこころといのち」をテーマ

にリーフレットを作成、毎戸配布し、市民の皆様

に私たちにできることから始めませんかと呼びか

けるとともに、今月16日には「こころの健康づく

り」講演会を開催することとなっております。

「 」そのほかに みんなで守ろうかけがえのない命

をキャッチフレーズにした垂れ幕、のぼり旗を作

成して庁舎内に設置し、さらにキャッチフレーズ

を入れたポケットティッシュ、風船などＰＲ用グ

ッズを作成して産業まつり、公民館まつり、消費

生活展など、機会あるごとに配布する等、市民の

皆様に命のとうとさについて啓発し、自殺予防に

ついて意識していただけるよう努めております。

また、青森県の事業として、職を求めている方

を対象に生活を支えるための総合相談が市の生活

保護担当職員、保健師の協力のもと、ハローワー

クで実施されております。今後も各関係機関とよ

り密に連携し、あらゆる機会をとらえ、命のとう

とさについて啓発していく所存でおりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 村川議員の命のとうとさに

ついてのご質問にお答えいたします。

子供たちを取り巻く環境は急激に変化し、自他

の生命を軽視する行動が社会問題となっていると

ころであります。学校では、改めて子供たちの豊

かな心をはぐくむことの根幹として、人間尊重の

精神と生命に対する畏敬の念を培い、自他の生命

を尊重する心の育成に道徳教育のみならず、全教

育活動を通して取り組んでいるところでありま

す。具体的には、人間の誕生の話から生を受けた

ことのすばらしさを感じたり、病気やけがの様子

から自分の生命のとうとさを感じ取ったり、命あ

るものすべてを大切にしようとする心をはぐくん

でいく指導が行われております。

さらに、子供たちのさまざまな問題の予兆を見

逃さないために、学校と家庭、地域、教育委員会

を含めた関係機関との協力、連携を強化するとと

もに、各学校へむつ市教育相談支援員やスクール

カウンセラーの配置、いじめ等の悩み事に対応す
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る電話相談の窓口、むつ市教育相談室を設置する

などの対応をしているところであります。教育委

員会といたしましては、今後も学校、関係機関と

連携し、命のとうとさについて指導の充実を図っ

、 。てまいりますので ご理解を賜りたいと思います

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 子供たちがみずから

の命を絶たないためのむつ市の対策について、市

長答弁に補足説明させていただきます。

子供の命を地域全体で守るという観点から、む

つ市の支援体制といたしましては、親からの身体

的、心理的虐待や、親が育児を放棄するというネ

グレクト世帯を関係機関の連携により支援してい

くというむつ市要保護児童対策地域協議会があ

、 、 、 、り この協議会で行政や警察 医療機関 幼稚園

保育園、小学校、地域、民生児童委員等地域一体

となった見守り強化をしております。虐待の実態

につきましては、むつ市を含むむつ児童相談所管

内における平成21年度児童相談件数は361件で、

うち虐待相談件数は64件と前年度の12件から激増

となっております。

、 、 、相談内容では 身体的虐待10件 性的虐待３件

心理的虐待22件、ネグレクト29件となっており、

特に心理的虐待やネグレクトが増加しているの

は、今まで見過ごされてきた虐待が地域でも認識

され、明らかになっているためと言えます。虐待

は、家庭の中という密室で起こっていることが多

く、虐待ではないかという視点や、一定の問題意

識を持たないと見過ごされてしまい、実際に虐待

を証明することはなかなか困難で、虐待が明確に

なるまで待っていたために子供にとっては最悪の

結果となるおそれもあります。虐待かどうかの不

安を感じたら行動を起こし、結果として心配のな

い状況であれば問題ないわけでありますが、深刻

にならないうちに解決するためにも、虐待を疑っ

たら、まず児童相談所、警察署、市町村等の専門

機関に相談することが大切であります。虐待かな

と思ったら、24時間いつでも受け付けしている子

ども虐待ホットラインに電話すると、すぐに管内

の児童相談所に連絡が入り、対応できますし、子

供が悲しいことや寂しいことなど、どんなことで

も話ができるチャイルドラインもあります。この

ように地域や周りの大人が子供の人権を尊重し、

いつでも子供のＳＯＳをキャッチできるような環

境づくりが必要と考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） 順番がちょっとあれですけれ

ども、最後のほうからいきます。

虐待に当たる件数は64件と申しましたけれど

も、それに付随して不良の大人と言うと変ですけ

れども、そういうところに夜遅く出向いている子

、 、 、供たちとか 非行 万引きその他で捕まった子供

さらには自転車の２人乗りとか、そういうのも含

めると、児相で調べた件数では361件という数字

が最初出てきて、私もびっくりしたのですけれど

も、虐待の64を除けばそんなに、ほっとけばあれ

ですけれども、早く気づけばそんなに問題になら

ないかなと、そういうふうに思いました。それに

しても虐待の64を含めた361件というのは、結構

多いほうではないかなと。さらには、その64とい

う数字は、八戸市、青森市と比べると、倍率でい

けば３倍まで伸びているということで、いま一つ

力を加えていかなければならないかなと、そうい

う感じがします。そういう点で、本当に子供たち

のふだんの生活も含めて十分見ていかなければな

らないかなと、そう思います。

最初に戻りますけれども、宇曽利川、特にガー

ドレールの件ですけれども、ガードレールを外せ

ないのであれば、なおさらあの近くの手前から道

幅が狭くなりますよというような指示する何かが

必要ではないかなと、そう思います。
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また、逆に私考えるには、信号でなければ一時

停止の標識をつけることによって、ガードレール

を取ればスキー場に行く大きなバスが自由にあそ

こを曲がれるわけです。あれだけ広くて入り口が

狭いと、大きなバスが入ってこれないで、その大

きなバスはほかのスキー場に行ってしまうという

可能性というか、実際ありましたので、その辺い

ま一度検討してみてはいかがでしょうか。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） ただいまのご提案でござ

いますが、一時停止ラインと申し上げますのは、

要は公安委員会等々の協議がなかなか難しいとこ

ろあるのですけれども、そのほかの部分につきま

しては、県にもこういう事情があるということを

申し上げまして、十分協議させていただきたいと

思います。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） それから、宇曽利も下北半島

縦貫道路のほうも同じなのですけれども、地権者

からの印鑑をもらうのに非常に苦労しているとい

うお話、それこそ兄弟、親戚その他範囲が広がっ

ていくわけですけれども、どの辺までで了解、オ

ーケーというサインがおりるものですか。教えて

いただければなと思います。

〇議長（村中徹也） 建設部政策推進監。

〇建設部政策推進監（清藤巡一） お答えします。

公共事業であれば道路改良、今のむつ南バイパ

スも含めてですけれども、相続に関してはいろん

なケースがあると思いますけれども、１人の人に

必ず代表になってもらって、それで相続を放棄し

てもらって、その人と契約ということになるのが

普通でございます。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） そうすると、税金未収で、例

えば東京方面へ行って当人からもらってくる、そ

れとまた違うわけですね。そういう親族、何軒か

回ってもらうという形になるわけですか。

〇議長（村中徹也） 建設部政策推進監。

〇建設部政策推進監（清藤巡一） 今税の話を言わ

れましたけれども、土地の地権者の場合ですと、

あくまでも代表者１人ということで、相続を放棄

してもらって契約という形になると思います。税

のことはちょっとわかりかねます。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） ２つ目の横浜町の件ですけれ

ども、横浜町で懇談会、アンケートをこれからも

やっていくと。それで、場合によっては今の道路

から予定されている下北半島縦貫道路のほうにバ

イパスでつながなければならないかなという話も

県で話ししておりましたけれども、その辺の事情

は、例えばむつ市がそれには賛成するとか、また

は繁華街のほうへ移動するとか、そういう意向は

ありますでしょうか。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 先ほど市長の答弁に

もございましたように、１回目の地域懇談会を開

いたところでございまして、その中で下北縦貫だ

よりなどで広報されてございますように、いろん

なお立場からの意見があったことも事実ではござ

いますが、今後そういう意見をアンケート調査と

か、また各利害当事者からのヒアリング等も経ま

して、懇談を深めていくということでご理解いた

だきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） それを考えていけば、ますま

す開通というか、完成が遅くなるということにな

りますね。それはいかがなものでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この下北半島縦貫道路、私

も議員の当時からさまざまな要望活動、そしてま

た国の反応、そういうふうなものをずっと今考察
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をしてみました。当時は要するに道路をつくって

くれと、早くつくってくれというふうな要望がま

ず中心でした。その後、やはり政権交代もありま

したし、それから高速道路の問題、その前に高速

道路の要するに費用対効果、Ｂ／Ｃの問題が出て

きた。では、真に必要な道路は何なのかというふ

うなこと、それもやはりささやきの部分ですけれ

ども、要望する我々にささやいてくる、そういう

ふうな流れになってきました。つまり単に道路を

要望するということだけでなくて、早くつくれと

いうことではなくて、Ｂ／Ｃの部分、これをどう

やって解決していくのか。要するに解説をし、そ

して説き伏せていくのか、政府に対しても。そし

てまた、ほかの国民の、この地域以外の国民の方

々にも理解してもらえるような、そういうふうな

道路なのだと、これを理解を深めてもらうための

手法は何なのかというふうなこと、そういうふう

なことを考えるならば、やはりパブリックインボ

ルブメントというふうな手法で、要するに地元の

人たちの声を吸い上げて、それこそまさしく地元

の声はそうなのだと、真に必要な道路なのだとい

うふうなことを裏づけするための一つの手法であ

ると、こういうふうな認識を私はしております。

つまりそのことによっておくれるということでは

なくて、逆に肉づけをするための材料、そういう

手法に今ちょっと転換をしたのだと、こういうふ

うな解釈を私はしております。

、 、ですから 例えば横浜町のそのバイパスの部分

もっと山沿いの部分、そういうふうな形の中で、

これが今後どういう形に進展するかわかりません

けれども、私としては早期着工するために、その

条件を整えるための手法であると、こういうふう

に善意に解釈はしているということでございま

。 、 、す ですから その部分でＰＩの中で地元の方々

これにはむつ市の方々も入っているわけでござい

ますので、まさしく真に必要な道路なのだと。そ

の真に必要な部分というのは何が必要なのかと。

そういうことを裏づけするためのＰＩ方法、こう

いうふうなことになってくると、このように理解

しております。

〇議長（村中徹也） 24番。

〇24番（村川壽司） あと道路の件について、品ノ

木の条件はわかりました。でも同じ形で、一方品

ノ木の町内に入る直線道路だけがすごくでこぼこ

で、その周りが砂利、砂で整備されてという感じ

でおりますので、そこを十分配慮していただけれ

ばと思います。

それにもう一つの除雪、排雪の件、松森町です

けれども、真ん中の道路、本当に去年みたいな雪

のときは、私も現場へ行って見ましたけれども、

本当に歩けないような形、そしてなおかつあそこ

は業者が２業者入っておりまして、その整備の仕

方が若干違うような感じもしていますので、その

辺も業者同士話し合いして、除雪、排雪できるよ

うに指導していただければと、そう思います。そ

の点だけ一声聞かせてください。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） ただいまの件でございま

すけれども、そのようにやはりその業者間での整

合性等、いろんな話し合いとか、もちろんこれは

市主導で現状を把握しながら、その除雪オペレー

ター等とも、会社なのでしょうけれども、ご相談

申し上げまして、どういう方法がいいのかという

ことで検討させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

〇議長（村中徹也） 24番。

（ ） 。〇24番 村川壽司 これで一般質問を終わります

ありがとうございました。

〇議長（村中徹也） これで、村川壽司議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告
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〇議長（村中徹也） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明12月11日及び12日は休日のため休会と

し、12月13日は半田義秋議員、澤藤一雄議員、新

、 。谷泰造議員 中村正志議員の一般質問を行います

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時２７分 散会
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